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7 本書の編集は、高村、助川が行ない、執筆は高村、助川がそれぞれ分担し、文末に記して文

責を明らかにした。

8 本書及び砺沢II・琵琶坂VI遺跡出土遺物等の全資料は、佐久市教育委貝会の責任下に保管さ

れている。

蘇沢II遺跡において野沢北高等学校、琵琶坂VI遺跡において北佐久農業高等学校に、発掘調査

中、数々のご協力およびご援助をいただきました。記して感謝の意を表します。

凡 例

1 本書は、荊沢II遺跡と枇杷坂遺跡群琵琶坂VI遺跡についての報告書である。第 1編に罰沢II

遺跡について、第 2編に琵琶坂VI遺跡について記載してある。

2 莉沢II遺跡の遺跡の環境については 『荊沢・蔦石』 (1988 佐久埋蔵文化財調査センター）

に、琵琶坂VI遺跡については 『琵琶坂遺跡』 (1986 佐久市教育委員会）に記載してあるので本

書では再録してない。



第 1編莉沢 11 遺跡



所 沢 II

第 I章発掘調査の経緯

第 1節発掘調査に至る動機

莉沢遺跡は、佐久市野沢に所在し、標高672-673mを測る千曲川により形成された沖積地に位

置する。

昭和62年度野沢北高等学校の特別教室棟及び音楽室棟建設に伴う調査を実施しており、奈良時

代末～平安時代初頭の住居址 2棟、平安時代前葉の住居址 4棟、時期不明の住居址 1棟の計 7棟、

他に土坑 4基、ピ ット群などが検出されている。この結果から野沢北高等学校敷地内及び周辺地

域には、奈良時代から平安時代の集落址が存在していたものと推測される。

今回、野沢北高等学校の仮設 トイ レ ・倉庫・部室 ・自転車置場新設に伴い、遺跡の破壊が余儀

なくされる事態となり、昭和63年 5月 6日、長野県文化課、野沢北高等学校、佐久市教育委員会、

当センターの 4者により現地協議を行ない、緊急に発掘調査を実施し、記録保存することとなっ

た。そこで佐久市教育委員会が長野県教育委員会高校教育課より委託を受け、佐久市教育委員会

からの委託を受けた佐久埋蔵文化財調査センターが発掘調査を実施する運びとなった。

第 1図 罰沢II遺跡の位置 (1: 25,000 国土地理院地形図による）
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梨 の 木 II

第 2節調査日誌

12月9日（金）

表土除去作業を重機にて開始する。まずA地区に重機を搬入して表土を除去し、遺構確認面の

把握作業を行う。 A地区南西端に数基の土坑を確認する。

12月10日 （土）

バックホー、ダンプカーによる表土削平、運搬作業を行う。 A地区中央部に竪穴状遺構・溝状

遺構の存在を確認する。午後より器材を搬入し、テントの設営を行う。

12月12日（月）

重機により B地区の表土除去作業を開始する。 B地区南東端の地山地形は、急激な角度で南東

方向へ傾斜していることが判明する。本日で重機による表土除去作業は終了する。

12月13日（火）

A地区の遺構検出作業を行い、遺構のナンバーリングを行う。

12月14日 （水）

順次土坑・溝状遺構の掘り下げ作業に着手する。

12月15日（木） -12月17日（土）

竪穴状遺構・土坑・溝状遺構・柱穴址の掘り下げ作業、写真撮影及び遺構実測を行う。 A地区

西側より全体測量も開始する。

12月19日（月） ・12月20日 （火）

B地区の遺構掘り下げ作業に着手し、順次写真撮影 ・遺構実測を行う。 B地区北端にトレンチを

設定し、遺構の存否を確認する。

12月21日 （水）

A・B両地区の全体測量、遺構写真撮影を終了する。

12月22日 （木）

調査区の全体清掃を行い、航空写真を撮影する。

12月23日（金）

レベル原点の標高を測定する。器材 ・テントを撤収し、現場調査を終了する。

12月24日 （土）・12月26日 （月）

重機により埋め戻しを行い、後に重機を撤収する。

12月27日 （火）～平成元年 3月20日 （金）

報告書作成作業を行い全調査を完了する。
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10月23日 （月）～平成元年 3月18日（土）

室内において報告書作成作業を行い全調査を完了する。

第III章基本層序

罰沢II遺跡C・D地区基本土層

第 I層 表土 校舎建築の際の埋土

第 I,層 lOYR6/8 明黄褐色土層 僅かに青灰色粒子を含む。

荊沢 II

（高村）

第 I,,層 lOYR 5/2 灰黄褐色土層 粒子細かく 粘性あり。明黄褐色粒子を多量に含む。

第III.層 lOYR2/2 黒褐色土層粒子細か〈粘性あり。

荊沢II遺跡E・F地区基本土層

第 1層 表土校舎建築の際の埋土

第Illb層 lOYR 4/4 褐色粘土層 粒子細かく粘性あり。僅かに円礫を含む。

第V層 lOY R 4/6 褐色砂礫層 円礫を多量に含む。しまりあり。

荊沢II遺跡は千曲川の西岸、片貝川との中間に位置している。荊沢II遺跡の周辺は、 千曲川に

よって形成された氾濫原で、 自然堤防上に立地していると考えられる。

荊沢II遺跡の発掘調査の基本土層は C・D地区の基本土層と E・F地区の基本土層というよう

に分けられる。

C・D地区では、校舎建築により破壊された攪乱層が堆積し、水田のために破壊されたと考え

られる耕作土 I'層と I"層とが確認された。 I'層は、青灰色の水田耕土を含んでいることから、

水田床土であり 、I"層は、下部に明黄褐色粒子を含んでいることから、・'I'層で確認された水田よ

り古い水田層であると考えられる。以下に千曲川の氾濫静水の沈澱層であるllh層が確認された。

Illb層は、微粒子を含む粘性のある層である。

E・F地区では、校舎建築の際による破壊された攪乱層が厚く堆積しており、千曲川の氾濫静

水の沈殿層であるIllb層が確認された。この層は、莉沢 I遺跡の基本層序のIII層相当で、微粒子を

含む粘性 ・しまりのある層である。以下に砂粒と 円礫によ って構成されたV層が堆積しており、

莉沢 I遺跡のV層に相当する。
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面沢 II

0. 5m 0. 5 rn 

1 rn 1 rn 

C・D地区 E・F地区

第 2図 荊沢II遺跡基本層序模式図

遺構確認面は、 E・F地区においては、 V層上面より第 5・ 6号土坑、第 1号溝状遺構、 PlO

が検出された。

雫
（助川）
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第3図 蘇沢II遺跡地形及び発掘区設定図 (1: 2,500佐久市基本図34より ）
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荊沢 II

第IV章遺構と遺物

第 1節土坑 （第 5・6図、図版三）

本遺跡から検

出された土坑は、

E地区 1基、 F

地区 1基の計 2

基検出されてい

る。 E地区の土

坑は、第 5号土

坑、 F地区の土

坑は第 6号土坑

である。第 5号

土坑及び、第 6

号土坑は、基本

層序の第V層上

面より検出された。

第 5号土坑の規模 ・形態は、長軸160cm、短軸137cmの楕円形を呈し、深さは40cmを測る。断

面形状は逆梯形に近い形状を呈している。長軸方位N-18'-Eを示す。覆土は、黒褐色土層と暗

褐色土層に分けられる。遺物は検出されず、本土坑の所産期を断定することはできない。

/R  

Alロ A' @ 

A(•))~ 
A A' 

•••n~ 

Q_ (1 : 60) 1 m 

1 !OY R 2/3 黒褐色土 4> 1mmのローム粒子・ 白色

粒子を含む。粘性強く、しまりあり。

2 lOYR 3/4 暗褐色土 ,f, 1 -5cmの円礫を含む。

しまりあり。

第5図 第5号土坑実測図

A
 

標高672言言盲、冒冒[

O (1 : 60) 1 m ，．  

I IOY R 3/3 暗褐色土 <f, Immのローム
粒子を含む。粘性強〈、し
まりあり。

2 IOYR 3/2 黒褐色土 </,Immのローム
粒子を含む。粘性、しまりあ
り。

第6図 第6号土坑実測図

第6号土坑の規模・形態は、長軸85cm、短軸72cmの楕円形を呈し、深さは13cmを測る。断面形

状は鍋底状に近い形状を呈している。長軸方位はN-42'-Eを示す。覆土は、暗褐色土層と黒褐色

土層に分けられる。遺物は検出されず、本土坑の所産期を断定することはできない。

A' 

（助川）
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前沢 II

第 2節溝状遺構

1) 第 1号溝状遺構

遺構 （第 7図 ・図版三）

本遺構は、 E地区の南側、基本層序の第V層上面より検出された。南西方向から北東方向に斜

走する溝で、溝の全貌は窺い知ることはできないが、直線的な形状を呈し、比高差はあまり認め

られない。検出長は約17.4m、溝幅125cm-192cmを測り、確認面からの深さは、 21cm-30cmを測

る。断面形状は、おおむね鍋底状を呈する。覆土は、砂粒と円礫を基調とする 1層・ 2層、ロー

ム粒子・白色粒子を基調とする粘土層の 3層.4層.5層、砂粒と円礫を基調とする 6層からな

る。遺物の出土状態は、中央部付近の南側に多く集中し、他は北側に点在して分布する。遺物は、

1・2層の砂礫層上面のみの出土で、他の層位からは出土していない。流れ込みと考えるのが妥

当で、この遺物をもって本遺構の所産期を断定することはできない。覆土中に鉄分を多く含んで

いるため、流路であったことが想定できる。

また第 1号溝状遺構に接するような形で、PlOが検出された。規模・形態は、長軸29cm、短軸24

cmの楕円形を呈し、深さ16cmを測る。長軸方位はN-30°-Eを示す。遺物は検出されず、 PlOの

所産期及び、第 1号溝状遺構との関係は断定できない。

遺物 （第 8・9図、図版四）

第 1号溝状遺構からは土師器・須恵器・打製石斧が出土している。いずれも細片のため図化で

きたものは 7点（実測図 6点、拓影図 1点）である。土師器の器種には、叩き目の残る甕や坪があ

る。 9-1・ 2は須恵器の坪で、内外面共にロクロヨコ

ナデ調整が施され、 1は底部回転糸切りで口縁部が内弯

外傾し、 D唇部が外反する。底部内面は磨かれている。

2は口縁部が内弯外傾し、口唇部が外反する。 3・4は

土師器の坪で、外面ヘラケズリがなされており、内面は

黒色処理が施されている。 5は須恵器の杯で、 内外面共

にロクロヨコナデ調整が施され、口縁部は直線気味に外

傾している。年代は奈良時代末から平安時代のものとい

える。 8-1は石質玄武岩の短冊型打製石斧である。以

上第 1号溝状遺構からの出土遺物は、先述のとおり上面

からの出土のみであるため、流れ込みの可能性が高い。

（助川）

-10-
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第7図 第1号溝状遺構出土石器実測図
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琵琶坂 VI

第 1章 発掘調査の経緯

第 1節発掘調査に至る動機

琵琶坂VI遺跡は、佐久市岩村田枇杷坂遺跡群内の南方に位置し、標高は717-720mを測る。

昭和53年度プール建設、昭和55年度園芸学習棟建設及び体育施設、昭和58年度農業実習棟建設、

昭和60年度体育館建設時に調査がなされており、 5次にわたっている。

昭和53年度の立ち会い調査では遺構 ・遺物は確認されず、湿地状の堆積層がみられた。昭和55

年度の立ち会い調査では、約 2m程、深堀りしたが、全層砂礫層と有機質を多量に含む黒色土層

との互層であった。昭和58年度の立ち会い調査では、地表下30-60cmで黄色 ・白桃色の浅間山の

火山堆積層に層しており、以上のことから北佐久農業高等学校敷地の南東部においては、北東か

ら南西にむけての旧河川、または低湿地が存在していたことが判明し、プールより以西は北東か

ら微高地が、隣接する上直路遺跡に連続していることが推測できた。昭和60年度の第 5次調査で

は弥生時代後期前半の住居址 2棟、古墳時代後期前半の住居址 3棟が検出されている。

今回、北佐久農業高校により、自転車置場新設が計画され、遺跡の破壊が余儀なくされる事態

となり、昭和63年 5月6日、長野県文化課・北佐久農業高等学校・佐久市教育委員会・当センタ

ーの 4者により現地協議を行ない、緊急に発掘調査を実施し、記録保存することとなった。そこ

で佐久市教育委員会が、長野県教育委員会高校教育課より委託を受け、佐久市教育委員会からの

委託を受けた佐久埋蔵文化財調査センターが発掘調査を実施する運びとなった。

註 1 佐久市教育委員会 1 9 8 5 「琵琶坂」

第 2節調査日誌

9月12日 （月）

重機による表土削平を開始し、調査区の北側を第 1地区、南側の三角形部分を第 2地区とする。

第 1地区の南側はゴミの埋め立てにより大部分破壊されている。第 2地区は、表土lOmなどで黄

色火山灰層が出てきて、遺構らしき落ち込みは検出されない。三角点から標高の移動を行ない、

-19-
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琵琶坂 VI

第II章調査のまとめ

今回の琵琶坂VI遺跡の調査では、遺構遺物の検出はなかった。

土層の状況は、第 1地区では表土から40cmほどまで攪乱層であり、その下に黄褐色火山灰層が

検出された。第 1地区南方の第 2地区では、表土が10cmと薄く、その下からは第 1地区と同様、

黄褐色火山灰層となり、この付近は低地にならないことがはっきりした。

第 5次までの調査結果から学校の南東部は低地であることが判明したが、今回と第 4次調査に

よって低地が東側部分に達していないことがはっきりした。しかし、グランド付近の地層の状況

を観察しないと、この低地が、敷地内で収束するのか、北方方向から伸びてくるものなのかは判

然としない。

以上のことから、第 5次調査で検出された弥生時代後期の集落址と古墳時代後期の集落址の範

囲を特定することは、正確性を欠くので言及できない。 （高村）

参考文献 佐久市教育委員会 1 9 8 6 「琵琶坂」

-25-
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梨 の 木 II

5)第 7号溝状遺構

遺構 （第17図）

本遺構は B地区東端のお～けー53グリッド内に位置し、全体層序第II層上で検出された。やや、

蛇行しながら南北方向に走る溝であり、検出長は2064cmを測る。幅は45-73cmを測り、深さは 4

-Hemと非常に浅い。断面は鍋底状を呈し、底面は北から南へ傾斜している。覆土層及び底面は、

填圧された様に堅く、しまりがある。 出土遺物は皆無である。覆土層の様相から、非常に新しい

時期の所産と判断される。

第 5節柱穴址

柱穴址は総計13基が確

認され、その全てが全体

層序第II層上で検出され

ている。

A地区で確認された柱

穴址は、第 3・4号溝状

遺構により区画された

「コ」の字状区画の内側

にその全てが存在し、区

画溝の外側には皆無であ

る。こうした遺構の分布

状況、及び覆土層の様相

を考慮するならば、柱穴

址と区画溝は併存してい

たものと推察される。

柱穴址は長軸長が40cm

内外の小規模なも のが大

半を占め、平面プランは

隅丸長方形・隅丸方形・

楕円形を呈する。 Ps・Pa

は掘り込みが深く良好な

P, ① P, R 凡R
-[QJ- - [Q] - —• — 

'"紐） ＂ ーロ ~
巳豆 〗；の性i!-f~]!ii.i:,~ 青：:!; 

―◎――EJ- -0-

麟□瓢(P 7層序） (P 8層序）
(P 9層序） (P!O層序）

第 1層 黒褐色土lOYR 第 1層暗褐色土!OYR3/4 
第 1層 黒褐色土lOYR2/3 第 1層褐色土!OYR4/4¢, 
¢,l-2mmのローム粒子主体 1-2●mのローム粒子主体で

2/3¢, 1 -3 mmのローム ¢,l-2mmのロ ーム粒子を主 で同¢のバミ ス微晨含み粘粘性強い。 第2層黒褐色

粒子を主体とし、¢,1 mm 体とし粘性なし。 第2層性無し。 第2層褐色土10 土!OYR2/3¢,5-10mmのロ

のバミスを1放伝に含み、 黒褐色土lOYR2/3バミス Y R4/4ローム粒子主体で ーム粒子・ ¢,1 mmのバ ミス

枯性無し。 を微量含み他第 1層に同じ。ネ占性無し。 を微黛含み亨占性無し。

-@り

P, R P, R 
-Q--(g-

麟贔
(P 2屑序）

第 1層

黒褐色土 lOY 

R 2/3 

-'~~ 

P11 

瓢

P1, R 

-@〉-
④
-

13

◎
 

P

-

量

PuR 
―◎― 

曇
(Pl4層序）

(P!3層序）
第1層暗褐色土JOYR2/3</, 

(Pl! 層序） ク勿ルク勿”” 第 1層 暗褐色土 Immのローム粒子中羹同かの

第 1層暗褐色土10
(Pl2層序）

第 1屑暗 褐色土lOYR3/3¢lmmの JOY R3/4¢lmmの
パミ ス微量に含み、粘性無し。

YR  3/3¢1 ~2mmの 。ーム粒子中母、 ¢2~3mmのバ ミス ローム粒子主体に 標高680._Jm

0 ーム粒子主体で、 微量含み、枯性有り。 第2層褐色土が2~3mmのパ ミス 0 (1 : 60) 1 m 
¢2~3mmのパミス を JOY R4/4他第 1層に同じ。 第3庖微量含み、枯性弱 ， 9 

微旦含み、粘性無し。黒褐色土10YR2/3他第1層に同 じ。 い。

第18図 ピット実測図
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梨の木 II

第 17号土坑

A 

R 
第 18号土坑

A-
A 

A 標高680.4m A' 

A

＿
 

第 1層
標高Gso.Jm A' 黒褐色土 IOY R 2/2 

</>IO~!Smmの小礫を少

量含む．

第 2層
黒褐色土 IOY R 2/2 

ローム粒 ・</>10~15mm

の小礫を少量含む。

冒
第 1層

黒褐色土 lOY R 2/3 

¢, 1 cmのローム粒 .¢, 3 

mのバミスを微量に含

む。

第19号土坑

R 
第20号土坑 (B 

A-
A□ ~A 

A-
標高680.Zm A' A-

標高680.Zm A' 

曇
第 1層

疇 竺云が

第22号土坑

第21号土坑

@ 

言ロ ’
 

A- ↑
A
 

，
 

q
A
 

A-

心 P'.ll
標高680.Zm J:.: 

A 標高Gso.2m A' 

曇
。

(1 : 60) zm 

第 9図 第17・18・19・20・21・ 22号土坑実測図
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梨の木 II

第 I章発掘調査の経緯

第 1節発掘調査に至る動機

中原遺跡群梨の木遺跡は、佐久市中込に所在する。当遺跡は千曲川の支流滑津川右岸の切り立

った台地上に立地し、標高680m、滑津川河床からの比高差は約30mを測る。遺跡群内南西端には

佐久地方最大の横穴式石室を有する三河田大塚古墳が南側に開口して存在し、昭和58・59年に行

われた市内遺跡群詳細分布調査では縄文～中世にかけての遺物が表面採集されている。また、昭

和62年度に行われた調査では弥生時代の土坑・溝状遺構、中近世の竪穴状遺構・土坑等が検出さ

れている。以上のことから、本調査区からは縄文～近世の遺構の存在が予想された。

昭和62年度に引き続き、佐久市土地開発公社によって宅地造成事業が本遺跡内において計画さ

れたため、遺跡の破壊が余儀なくされる事態となった。そこで佐久市教育委員会が佐久市土地開

発公社より委託をうけ、佐久市教育委員会から委託をうけた佐久埋蔵文化財調査センターが発掘

調査を行う運びとなった。

第 1図 梨の木II遺跡の位置 (1: 50,000 国土地理院地形図による）
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梨の木 II

第II章基本層序

梨の木遺跡は湯川と滑津川に挟まれた断崖状を呈する台地上に立地 し、 標高は680m内外を測

り、今回の調査地区は北から南 （段丘末端）へ向って緩く傾斜する。

遺跡の基本的な土層堆積状態を示す柱状図を第 2図に示した。おおむね、第 I次調査と 同様な

土層の堆積状態が確認されたが、色調がやや異って観察された。これは、調査区がより台地の末

端に接近したこ と及び、陽光の季節的な変化がもたらした影響を受けたためと推察される。

第 I層耕作土は50cm内外と割合厚く堆積する。第II層火山灰層は50cm内外の比較的厚い堆積を

示す。以下、第III.-IIIc層は湯川層と呼ばれる水平に堆積した砂層である。遺構は第II層上面で確

認でき、 また、土坑の中には第IIIc層の砂層まで掘り込まれたものも 存在する。遺構の覆土は、大

方がローム・砂粒を多量に含んだ第 I層と酷似した土層が堆積しており、なかには人為的に埋め

戻された土が遺構を被覆するものも観られた。遺構覆土の様相より、本遺跡に展開される遺構の

大半は、中世以降に構築されたものと推察される。
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第 1次調査地区
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第 4図梨の木 I・II遺跡遺構全体図
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第III章遺構と遺物

第 1節検出遺構・遺物の概要

遺構

A地区

竪穴状遺構…… 2基

B地区

土坑…… 5基

遺物

土坑……17基

溝状遺構…...2条

土器 平安時代·… ••土師器甕、須恵器坪

溝状遺構…… 3条

柱穴址…… 3基

中世以降……土鍋、須恵質摺鉢、陶磁器盃

石器 打製石鏃未製品？ 河床礫（研磨痕を有する）

古銭 北宋銭

第 2節竪穴状遺構

1)第 2号竪穴状遺構

遺構 （第 5図、図版三）

梨 の 木 II

柱穴址……10基

本遺構はA地区の中央、く・けー 9・10グリ ッド内に位置し、全体層序第II層明黄褐色ローム

層上において確認された。第 3号溝状遺構と重複し、新旧関係は本遺構が第 3号溝状遺構を切っ

て新しい。

平面フ゜ランは長軸長384cm、短軸長310cm、東壁長344cm、西壁長296cm、南壁長279cm、北壁長258cm

の隅丸台形を呈し（長軸方位N-6°-E)、中央部には206X176cmの不整長方形の掘り込みがある。

覆土層は 3層に大別され、遺構内の大方は耕作土に近似する第 1層と暗褐色を呈する第 2層が

被覆し、側面、底面に密着する状態で第 3層が堆積している。第 2・3層は堆積状況より、人為

的に埋め戻された土層と捉えられる。

確認面からの壁高は 1段目で 8cm、 2段目で38cmを測る。 1段目の底面は中央部に向かって緩

-7-



梨 の 木 II

R 
i:ol 叫

A

＿
 

A
-

叫 i:ql 

A
-

A
-

第 5図

第1層黒褐 色土 IOYR2/3 
ローム粒子 ・礫を少量含む。

第2層暗褐色土 IOYR3/4 
</,Immの黒褐色色プロック 及

び粒子 ・バミスを少最含む。

第3層 黒色土 IOY R 2/1ローム粒

子を少量含む。

(1 : 60) 
標高680.2m

2m 

く傾斜し、 2段目は平坦面を形成

する。しかし、両底面は共に叩き

しめられた状況は看取されず、脆

弱である。

北壁下には、略方形 (31cmX 29 

cm)を呈し深さ25.5cm (2段目底

面から）を測る柱穴状の堀り込み

が存在する。

遺物は、打製石鏃未製品？が検

出されているが、遺構確認面から

の出土であり、混入品と捉えられる。

本遺構は第 3号溝状遺構を破壊して構築している故、中世以降の所産として捉えられる。

I
 
乙 ~ 

第6図 第2号竪穴状遺構内出土石器実測図

(4 : 5) 5 cm 

遺物 （第6図 ・図版八）

良質な黒曜石を用いた打製石鏃の未製品？である。複雑な方向より、段階状の剥離が施され

ている。基部及び左側縁には、細かい調製剥離も加えられている。
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梨の木 II

R
 

ii'.ll ii'.ll 

A
 

叫
A

＿
 

第 1層 黒褐色土 lOYR 2/3 
ef> 1 mm前後のパミス少量含み 2a層主体に耕

作土が混在した層で、きめ細か 〈、粘性弱い
砂質土．

A' "I.,~ 第2a層黒褐色土 lOYR 2/2 
パウダー状バミス少量含み、 きめ細か く粘性
の弱い砂質土．

第2b層 黒褐色土 lOYR 2/2 

ef> 1 mm前後のパミスを中量含み、 2a層に比
ペ、ややき め粗い。

A' 

叫

標高680.2m

o (1 : 60) z m 

第7図 第3号竪穴状遺構実測図

2) 第 3号竪穴状遺構

遺構 （第 7図・図版四）

本遺構はA地区の中央やや東寄りの<-8・9グリ ッド内に位置し、全体層序第II層上におい

て検出された。他遺構との重複関係はない。

平面プランは長軸長338cm、短軸長217cmを測る北辺のみが弧状を描く隅丸長方形を呈し、長軸

方位はN-37°-Eをさす。

覆土層は性質の異なる 2層の黒褐色土層からなり、第幻層が遺構の大半を被覆し、局所的に第

1層・ 2b層が堆積している。

確認面からの壁高は最深部で19cmを測り、壁の立ち上がりは緩やかである。底面は平坦で貼床

が施され、叩きしめられて非常に堅い。

出土遺物が皆無であり、所産期を窺知できる様な構造的特徴を有する遺構ではないため、本遺

構の帰属時期及び性格は判断できない。

第 3節土坑
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梨の木 II

第 10号土坑 第11号土坑

~ 
A 

〶
A

標高680.4m A' 

第 12号土坑

R 

A-

~ 

第1層

黒褐色土 lOYR 
A 

2/3 
ef,2-3mmのパミ

ス・ ef,1 -2皿のロ

ーム粒・ ef,5 mm-1 

cmの小礫を少量含む。 A
粘性無し。 一 I 

標高680.4mA' 

第2層

褐色土 lOY R 4/4 . 1 2 

旦占五! ' ~ 
第3層

暗褐色土 lOYR 

3/4 
ef, 1 -2 mmのローム

粒含み、 ef,3-5mm

のパミスを少量含む。

A ， 粘性無し。
A-

!:.. 瓢 ●●""'• A' ... 

黒褐色土 lOY R 3/2 

,f, 1 mmのローム粒少量、

バミス微量に含む。粘性

無し。

第14号土坑

R 
A 

第15号土坑

~ 
A I I I A' A 《〗い
A 標高6so4m A' 

A 標高6804m A' A 

冒、'~

標高6so.4mA' 

第1層黒褐色土lOY

R 2/2¢,1-Smmのロ

ーム粒 ・バミス ・小

礫を少量含む。 第

2層黒褐色土IOYR

2/3¢, 1-Smmの ロー

ム粒・バミス少量含

む。粘性無し。 第

3層暗褐色土lOYR

3/3他第 2層に同じ。

第4層にぶい黄褐色

土lOYR 4/3¢, 1 

-2 mmのローム粒多

量に含む。 粘性無し。

第 1層黒褐色土IOY

R 2/2¢,lmm-lcmの

ローム粒・バミス・

小礫を少量含む。

第2層暗褐色土層10

YR 3/4¢,lmm-Smm 
のローム粒・パミ

ス・小礫を少量含む。

第3層にぶい黄褐色土

A' IOY RS/4¢,lcmのバ

ミス微量含む。 第

4層lOYR 4/4¢, 1 

-2 mmのローム粒 ．

パミスを微量含む。

第5層にぶい黄褐色

土IOYRS/4¢,lmmの

ローム粒多量、¢,5 

mmの小礫を少量含む。

第6層にぶい黄褐色

土lOYR5/4¢lmmの

ローム粒多量・ ¢,3 

-5 mmの小礫を少量

含む。 第 1-6層

は粘性無し。

A' 

R
 A' 

層

層

層

層

1

2
3

4

 

第

第

第

第

標高680.4m A' 

第 8図 第10・11・12・13・ 14・15・16号土坑実測図
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梨の木 II

5) 第14号土坑

遺構 （第 8図 ・図版五）

本遺構はA地区南西隅のけー13グリ ッド内に位置し、全体層序第II層上で確認された。調査区

域外に遺構が延びるため全容の把握は成し得なかったが、確認された部分より、やや歪みをもつ

楕円形フ゜ランが想定される。覆土は 4層からなり、第 1・ 2層が遺構の大半を覆い、第 3・4層

が側面付近に偏在した。確認面からの深さは100cmを測り、壁は垂直に掘り込まれている。壁面下

方及び底面は平滑であるものの、第III層の砂層を掘り込んでいるため脆弱であり、崩壊し易い。

出土遺物は皆無であるが、遺構の状態より、中世～近世期にかけての墓塘を想定したい。

6)第15号土坑

遺構 （第 8図 ・図版五）

本遺構はA地区の中央西寄り、くー11・12グリ ッド内に位置し、基本層序第II層上で確認された。

平面プラ ンは69X66cmの不整円形を呈し、長軸方位はN-5・-Eを示す。覆土は黒褐色土一層か

らなり 、掘り込みは浅く、確認面からの深さは10.5cmを計測するに過ぎない。底面は平坦である

ものの、叩きしめられた状況は看取されなかった。遺物の出土は皆無であり、所産期及び性格は

不明である。

7)第16号土坑

遺構 （第 8図 ・図版五）

本遺構はA地区の南西端けー13グリッド内に位置し、基本層序第II層上で検出された。第19号

土坑と重複関係にあり、本遺構が第19号土坑を壊して構築している。平面フ゜ランは246X23lcmの

不整円形を呈し、長軸方位はN-63.5'-Wをさす。確認面からの深さは42.5cmを測り、断面形は

鍋底状を呈する。底面は平滑であるが、叩きしめられた状況は看取されず、脆弱である。遺物の

出土はなく、所産期及び性格は不明である。

8) 第17号土坑

遺構 （第9図）

本遺構はA地区の西部けー11・12グリ ッド内に位置し、全体層序第II層上において確認された。

平面プラ ンは202X 190cmの円形を呈し、長軸長はN-63.5'-Eをさす。最深部では深さ29.5cmを

測る。底面は緩やかな起伏を有し、全体的には東側から西側へ傾斜する。本土坑は、風倒木痕の

上位に構築されている。出土遺物は皆無であり、所産期及び性格は判断できない。

9

し
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9ト 梨の木 II

9)第18号土坑

遺構 （第 9図・図版五）

本遺構はA地区南西部の<-13グリッド内に位置し、全体層序第II層上において確認された。

前述した第13号土坑と重複し、本遺構が第13号土坑より古期に構築されている。平面プランは長

軸長113cm、短軸長80cmを測る不整隅丸長方形を呈し、長軸方位はN-3.5'-Eをさす。深さは14.

5cmを測り、鍋底状の断面を呈する。底面はやや起伏をもち、脆弱である。出土遺物はなく、所産

期及び性格は判断できない。

10)第19号土坑

遺構 （第 9図・図版五）

本遺構はA地区南西隅のけー13グリ ッド内に位置し、全体層序第II層上において確認された。

前述した第16号土坑と重複関係にあり、本遺構がより古期に構築されている。第16号土坑に東側

の壁を破壊されるため全容を窺知できないが、現存する西壁及び下場ラインの形状から、楕円形

プランが想定される。確認面か らの深さは46cmを測り 、底面は平坦である。出土遺物は無く、所

産期及び性格は不明である。

11)第20号土坑

遺構 （第9図・図版五）

本遺構はA地区南西隅のけー13グリッド内に位置し、全体層序第II層上で確認された。第26号

土坑と重複し、本遺構が第26号土坑を破壊して構築している。平面プラ ンは長軸長143cm、短軸長

93cmを測る不整楕円形を呈し、長軸方位はN-56'-Wを示す。深さは20cmを計測し、底面は小規

模な平坦面を形成する。遺物は検出されず、性格・所産期共に不明である。

12)第21号土坑

遺構 （第9図・図版五）

本遺構はA地区西部のくー12グリ ッド内に位置し、第 3号溝状遺構底面上において確認された。

第3号溝状遺構と重複し、覆土層の堆積状態及び、本土坑の周辺において溝状遺構の形状に変化

が観られることから、本土坑は溝状遺構と併存していたものと推察される。平面プランは212X 127 

cmの不整形を呈する。深さは最深部で64cmを測り、側面と底面には小規模な起伏が看取され

る。礫は北部の側面付近に集中して分布し、千曲川の河床から採集されたものと推察される。 出

土遺物は無いが、第 3号溝状遺構との関係から、中世の土坑と捉えられる。性格は不明である。
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梨の木 II

第 17号土坑

A 

R 
第 18号土坑

A-
A 

A 標高680.4m A' 

A

＿
 

第 1層
標高Gso.Jm A' 黒褐色土 IOY R 2/2 

</>IO~!Smmの小礫を少

量含む．

第 2層
黒褐色土 IOY R 2/2 

ローム粒 ・</>10~15mm

の小礫を少量含む。

冒
第 1層

黒褐色土 lOY R 2/3 

¢, 1 cmのローム粒 .¢, 3 

mのバミスを微量に含

む。

第19号土坑

R 
第20号土坑 (B 

A-
A□ ~A 

A-
標高680.Zm A' A-

標高680.Zm A' 

曇
第 1層

疇 竺云が

第22号土坑

第21号土坑

@ 

言ロ ’
 

A- ↑
A
 

，
 

q
A
 

A-

心 P'.ll
標高680.Zm J:.: 

A 標高Gso.2m A' 

曇
。

(1 : 60) zm 

第 9図 第17・18・19・20・21・ 22号土坑実測図
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梨 の 木 II

13) 第22号土坑

遺構（第 9図・図版六）

本遺構はA地区西部の<-12グリッド内に位置し、前述した第21号土坑と対をなす様に配置さ

れている。第 3号溝状遺構底面上において確認され、第21号土坑と同様な理由により、溝状遺構

とは併存していたものと推察される。平面プランは長軸長144cm、短軸長118cmの楕円形を呈し、

長軸方位はN-32'-Eをさす。土坑内には、前述したプラ ンの規模をやや縮小したかたちで石組

みが確認された。石組みは、周辺の川原から採集された偏平• あるいは細長い礫を用いて構築さ

れており、堅固に組まれている。溝状遺構底面からの深さは、最深部で54cmを計測し、断面形は鍋

底状を呈する。底面は丸味を帯び、叩きしめられた様な状況は看取されなかった。検出面上より、

古銭が 1点出土している。出土遺物・第 3号溝状遺構との関係より、中世の遺構と捉えられる。

遺物 （第10図 ・図版八）

1・2は石組みとして用いられていた礫であり、表裏

面に磨耗痕を有し、炭化物状の付着物が看取される。 1

の裏面は、加熱によると思われる剥落部が観られる。 3

は北宋銭で、真書体の皇宋通宝 (1039年）である。

14) 第23号土坑

遺構 （第11図・図版六）

本遺構はA地区中央けー10グリ ッド内に位置し、第II

層上で確認された。平面プラ ンは長軸長151cm、短軸長118

cmの長方形を呈し、長軸方位はN-15°-Wを示す。深さ

は54cmを測り、底面は平坦である。覆土は人為埋土であ

り、近世陶磁器細片が 2点出土している。出土遺物・覆

土層の様相から、近世以降の所産と捉えられる。

□八二）
こ

g
 

。(l:6) 10cm 

゜
(1 : 1) 3 cm 

15)第24号土坑
第10図第22号土坑内出土石器実測図

・古銭拓影図

遺構 （第11図・図版六）

本遺構はA地区中央けー10グリ ッド内に位置し、第II

層上で検出された。平面プラ ンは長軸長146cm、短軸長102cmの長方形を呈し、長軸方位はN-lT-

Eをさす。深さは33cmを測る。底面は平坦であるが、中央部のみ鍋底状に凹む。覆土は人為埋土

である。遺構の形態・構築方位・覆土層の様相が第23土坑と酷似することから、同時期の所産で
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梨の木 II

第23号 土 坑 第24号 土 坑

△ □〕／
A-

標高680.3m .A: △ 標高680.3m Jx 

第 1層

贔三塁い:;;

第25号土坑

R
Al c

 

A-

△ー 標高680.2m_A: 

冒

第 1府

黒褐色土 IOYR 2/2 

¢, I ~!Ommのローム粒・¢

2 mmの小礫を微棗含む。粘

性有り。

□□ 
曇

第26号 土坑

A-

(i?) 

~ 
A' 

A 標高680.2m A' 
灰黄褐色土プロック

第 1層

にぷい黄褐色土 lOYR 

4/3 

</, 5 ~lOmmのローム粒• 黒

色粒• 小礫を少量含む。

第2層

黒褐色土 lOY R 2/3 

</, 5 mmのローム粒•砂 (lOY
R 4/3) を少最含む。

第27号土坑 第28号 土 坑

第1a府

黒褐色土 lOY R 2/3 

</> 1 ~lOmmのローム粒少最

</> 2 mmのバミス ・4>3 ~ 5 

mmの小礫微籠含む。粘性無

し。

第 1b層

黒褐色土 lOY R 2/2 
砂 .l~lcmのロ ーム粒微

蘭．

第 2層

黒色土 lOYR 2/1 
粘性有り。

[
 

@ 

A
 

A
 

標高680.7m 

第 1府

黒褐色土 IOYR 2/3 A 

A' ,p I -2 mmのローム粒多費、

一 灰褐色砂粒中泣を含む。粘

性無し。

第2屑

黒褐色土 JOY R 2/2 

¢I mmのローム粒少伍、

,p!Ommのバミス微盈含む。

A' 枯性無 し。
ー第環 一

A 

A' 

。
(1 : 60) 2m 

第11図 第23・2425・26・27・28号土坑実測図
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あり、類似する性格を有していたことも推察される。出土遺物は皆無である。

16)第25号土坑

遺構 （第11図）

梨の 木 II

本遺構はA地区中央やや南寄りのけー10グリッド内に位置し、全体層序第II層上で確認された。

平面プランは66X 62cmの円形を呈し、断面形は鍋底状を呈す。確認面からの深さは15.5cmと浅く、

底面は丸味を帯び、脆弱である。出土遺物は皆無であり、所産期及び性格は判断できない。

17) 第26号土坑

遺構 （第11図・図版六）

本遺構はA地区南西端のけー13グリッド内に位置し、全体層序第II層上で確認された。第20号

土坑と重複関係にあり、本遺構の北東コーナーを第20号土坑が破壊して構築している。平面プラ

ンは長軸長140cm、短軸長121cmを測る不整隅丸長方形を呈し、長軸方位はN-9°-Eをさす。確

認面からの深さは47cmを測り、断面形は略梯形状を呈する。底面は南から北へ緩く傾斜する。覆

土層は 2層に大別され、第 1町い層が遺構内の大半を被覆し、第 2層はブロック状を呈して土坑

側面に偏在する。堆積状態・含有物の在り方より、人為的に埋め戻された土として捉えられる。

遺物の出土は無く、所産期及び性格は判断できない。

18)第27号土坑

遺構 （第11図・図版七）

本遺構は B地区東部の南端こー50グリッド内に位置し、基本層序第II層上で検出された。平面

プランは長軸長160cm、短軸長130cmの隅丸長方形を呈し、長軸方位はN-13.5°-Eをさす。確認

面からの深さは22cmを測り、断面形は鍋底状を呈する。底面はほぼ平坦である。覆土は 3層の黒

褐色土からなり、プライマリーな堆積状態である。遺物の出土は無く、所産期及び性格は判断で

きない。

19)第28号土坑

遺構 （第11図・図版七）

本遺構は B地区の中央やや西寄りのけー50グリ ッド内に位置し、全体層序第II層上で確認され

た。平面プランは長軸長172cm、短軸長112cmを測る隅丸長方形を呈し、長軸方位はNをさす。確

認面からの深さは46cmを計測し、断面形は逆梯形状を呈する。覆土は 2層の黒褐色土が堆積し、

土坑中央部より南壁部までは攪乱されている。底面はほぼ平坦である。出土遺物は皆無であり、
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梨の木 II

第29号土坑

R 

〔口／
A 標高680.7m , 

A 

疇
第 1層

黒褐色土 IOY R 2/3 

¢l●mのローム粒多量、 ,pI -2 mm 

のバミスを微量含む。粘性有り。

所産期及び性格は不明である。

20) 第29号土坑

遺構 （第12図・ 図版七）

第30号A土坑□ (r) A 

A 標高6807m -A' 

第1層

黒褐色土 lOY R 2/2 
¢1 mmのローム粒・ ¢3

mmのパミスを含む。 ¢5

-7 mmの小礫少量含む。

粘性有り。

第31号土坑 ~ 

/ロA' 

A 標高6807m J!!: 

第1層 にぶい黄褐色土 !OYR 4/3 

<f,20mmの黒色土プロック・ <f,0.5-1

cmの小礫を少量含む。粘性無し。

第 2層黒褐色土 !OYR 2/2 砂粒

多量 ・<f,5 •• のバミスを微量に含む。

粘性無し。

第 3層黒褐色土 !OYR 2/3 <f, 3 

••のバミスを微量に含む。粘性無し。

0 (1 : 60) zm 第 4層暗褐色土 !OYR 3/3 砂粒

主体 <f,3-5mmの黒色プロックを

第12図 第29・30・31号土坑実測図
少量含む。粘性無し。

本遺構は B地区中央、やや西寄りのこー50グリ ッド内に位置し、全体

層序第II層上で確認された。平面プランは長軸長139cm、短軸長82cmの楕

円形を呈し、長軸方位はN-81.5°-Wをさす。確認面からの深さは28cm

を計測する。覆土は黒褐色土 1層からなり、土坑中央部は桑の根により

攪乱されている。底面には緩い起伏が認められ、土坑東部において最も

深くなる。出土遺物は土師器・土師質土器細片の 2点が認められるもの

の、検出面及び攪乱された土層内から の出土であり、本遺構の所産期及

'~ / 

0 (I : 4) 10cm 

第13図第29号土坑内出

び性格を傍証する資料にはなり得ない。 土土器実測図

遺物 （第13図・図版八）

土師器坪の底部破片である。底裏面には回転糸切り痕が看取され、内外面はナデカ渭iされてい

る。微砂粒を少量含有し、焼成は良好である。色調はにぶい黄橙色 (lOYR7/4)を呈する。

21)第30号土坑

遺構 （第12図 ・図版七）
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梨の木 II

第 1表梨の木 11遺跡土坑一覧表

遺構
検出位置 平 面 形 態

規 模
長軸方位 深さ (cm) 備 考

名 長軸長 短軸長

DlO <-13 （隅丸長方形）
(cm) 

173 

(cm) 
N-15" -E 51 

DU <-12・13 隅丸台形 188 144 N-22" -E  
テラス19.5

50 

Dl2 きー12・13 隅丸長方形 145 106 N-71'-W 21 

Dl3 <-13 隅丸方形 160 155 N-90" -E 67.5 

Dl4 けー13 （楕円形） 100 

Dl5 <-11・12 不整円形 69 66 N-5" -E 10.5 

Dl6 けー13 不整円形 246 231 N-63.5" -W 42.5 

Dl7 けー11・12 円 形 202 190 N-64" -W  29.5 

Dl8 <-13 不整隅丸長方形 113 80 N-3.5" -E 14.5 

Dl9 けー13 （楕円形） 46 

D20 けー13 不整楕円形 143 93 N-56" -W 20 

D21 <-12 不整形 212 127 N-41. -W 64 

D22 <-12 楕円形 144 1]8 N-32. -E 54 
古銭 l点

河床円礫 5点

D23 けー10 長方形 151 86 N-15'-W 54 陶磁器細片 2点

D24 <-10 長方形 146 102 N-17" -W  33 

D25 けー10 円 形 66 62 N-75" -W  15.5 

D26 けー13 不整隅丸長方形 140 121 N-90'-E 47 

D27 こー50 隅丸長方形 160 130 N-13 5'-E 22 

D28 け• こー50 隅丸長方形 172 112 N 46 

D29 こー50 楕円形 139 82 N-81 5'-W 28 
土師器細片 1点

土師質細片 1点

D30 こー 1 楕円形 112 84 N-88'-W 45.5 

D31 こー 1 隅丸長方形 140 lll N-6"-E 47.5 

本遺構は調査区西部のやや南寄り、こー 1グリッド内に位置し、全体層序第II層上で確認され

た。第31号土坑と重複し、本土坑が第31号土坑の覆土を掘り込んで構築している。平面フ゜ランは長

軸長112cm、短軸長84cmの楕円形を呈し、長軸方位はN-88°-Eをさす。断面形は逆梯形状を呈

し、壁面は第31号土坑の覆土（砂質土）であるため、脆弱である。確認面からの深さは45.5cmを

測り、底面は平坦である。出土遺物は無く、所産期及び性格は判断できない。
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梨 の 木 II

22) 第31号土坑

遺構 （第12図 ・図版七）

本遺構は B地区西部のやや南寄り、こー 1グリッド内に位置し、全体層序第II層上で確認され

た。前述した第30号土坑と重複し、本土坑がより古期に構築されている。平面プランは長軸長140

cm、短軸長111cmの規模を有する隅丸長方形を呈し、長軸方位はN-6'-Eをさす。壁は垂直に掘

り込まれ、確認面からの深さは47.5cmを計測する。覆土層は 4層に大別され、堆積状況 ・含有物

の在り方から人為的に埋められた土層と捉えられる。 出土遺物は皆無で、所産期・性格は不明で

ある。

第4節溝状遺構

1)第 3号溝状遺構

遺構 （第15図）

本遺構はA地区西部域において縦走（南北方向）し、けー12グリッド内で垂直に折れ曲がり、

調査区中央部を横走（東西方向）する。検出位置は、きー12、<-11・12、けー 8-12グリッド

内である。第 2号竪穴状遺構、第21,・22号土坑と重複関係を有する。本溝は第 2号竪穴状遺構に

切られ、第21・22号土坑とは併存する。全体の形状が「L」字状を呈する溝で、北端からコーナ

ーまでの長さは1480cm、東端からコーナーまでの長さは2904cmを計測する。溝幅は100cm内外を基

調とするが、第21・22号土坑周辺の最大部では372cm、最小値を示す第 2号竪穴状遺構の付近では

48cmを計測する。北端及び中央部では 2段構築となり、テラス面を形成する。深さは 5-28cmを

測り、断面形は鍋底状を呈する。覆土は 5層からなる。出土遺物は僅少であり、その内訳は土師

器・須恵器・須恵質土器である。何れも細片であるため遺構との共伴性は薄いが、少なくとも遺

構の上限年代が、須恵質土器の所産期を遡り得ないことを示唆する。一方、近世遺物の出土が観

られない点も考慮すると、本溝の所産期を漠然と中世に位置付けることができる。また、本溝の

形態及び、他遺構の分布状況から、区画性を帯びた溝であ

ることが窺える。

遺物 （第14図・図版八）

須恵質の摺鉢である。外面の調製は粗く 凹凸に富むが、

内面は丁寧である。 8条の条線が刻まれ、焼成は堅緻であ

る。砂粒を多含し、色調は褐灰色 (lOYR 6/1)を呈する。

ll 
＇` ．．
 、ふ

0 (1 : 3) ↑ cm 

第14図 第3号溝状遺構内出土
土器拓影図
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Iロ ¥';.!> 

-

[
）
 (M3層序）

第 1層 黒褐色土 lOY R 2/3 砂質で、ローム粒子・バミス粒子を少量含む。
第 2層 黒褐色土 lOY R 2/3 砂質で、ローム粒子多量に含む。
第3層 黒褐色土 lOY R 3/2 砂質で、 ローム粒子微量、 バミスを少量含む。
第 4層 黒褐色土 lOY R 3/3 砂質で、 </,7 mmの礫を少量含む。
第5屑 黒褐色土 lOY R 3/3 砂質で、 </,7 mmの礫少量、ローム粒子を中量含む。

旦 s 旦＇

胃~

I>;>: 

A 2 A' 

疇重

勺 M 3 句 ~ 

ア
l

ア一

＇ 
ァ―

.!2 ((u ]2' 

ィ

.!2 Q' 

瓢

標高6802m 

゜
(1 160) 4 m 

イ’ウ ウ'

〇 (1 : 80) 2m 

第15図 第3号溝状遺構実測図

-21-



梨の木 II

2)第 4号溝状遺構

遺構（第17図）

本遺構はA地区東部、き～こー 8グリッド内に位置し、全体層序第II層上で確認された。第 5

号溝状遺構と重複関係を有し、覆土の堆積状態及び遺構の構築状態から同時期の所産として捉え

られる。概略、南北方向に直線的に走る溝であり、検出長は2464cmを計測する。溝幅は74-140

cm、深さは20-26cm を測り、底面は南から北へ若干低下している。覆土は第 1 層ー黒褐色土• 第

2層ー暗褐色土・第 3層一褐色土の 3層からなる。出土遺物は皆無であり、所産期を限定し得ない

が、第 3号溝状遺構の縦走部と平行し、本遺構を東限として一旦遺構の分布が観られなくなるこ

とより、本遺構は第 3号溝状遺構と対になり区画的な役割を果たしていたものと推察される。

3)第 5号溝状遺構

遺構 （第17図・図版七）

本遺構はA地区東部の<-7・8グリッド内に位置し、全体層序第II層上で確認された。前述

した第 4号溝状遺構と重複し、同一時期の所産と理解できる。やや弧を描きながら東西に走る溝

であり、検出長は1348cmを測る。溝幅は、最小値を示す第 4号溝状遺構との連結部において56cm、

最大部で104cmと狭広が認められているが、お

おむね100cmの幅を保って横走している。深さ

は41-66cmを測り、断面形は逆梯形状を呈す

る。出土遺物は僅少であり、連結部東側の第

2層中より、磨耗痕を有し炭化物状の付着物

が看取される 円礫が 1点 （第16図）出土して

いる。第 4号溝状遺構・覆土層の様相より、

中世における区画溝として捉えておきたい。

4)第 6号溝状遺構

遺構 （第17図・図版七）

••• > 0 (1 : 6) 10cm 

第16図 第5号溝状遺構内出土石器実測図

本遺構は B地区東端け• こー53グリッド内に位置し、基本層序第II層上で確認された。おおむ

ね、南北方向に直線的に走る溝であり、検出長は1072cmを計測する。幅は48-55cmとほぼ一定の

規模を保ち、深さは29-48cmを計測する。断面形は逆梯形状を呈する。底面はほぼ平坦であり、

北から南へ緩く傾斜している。 出土遺物は皆無であり、所産期を断定することはできないが、覆

土層の様相から中世以降の所産であることが窺える。
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且 第 1層暗褐色土 lOYR 
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,f, 1 mmのローム粒子・バ

ミスを少量、砂粒を多量

含み、粘性は無くサラサ 第 2b層黒褐色土 lOYR

ラしている. ill ,;, 
第 2a層 黒褐色土 lOY R 2 a層と近似するが、ロ

2/3 ーム粒子の包含量が少な

,/, l mmのローム粒子を極 い。

多量</,1 -2 mmのパミス 第 3層褐色土 lOYR 4/6 

を中量含み、粘性は無い。 ローム主体で枯性無し。
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¢,1~2mmのローム粒子を多量、
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粘性やや有り。
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(MG層序）

第 1層黒褐色土 lOYR 

2/2 

<f, 1 mmのローム粒

子・バ ミスを多量に

含み、粘性やや有り。

第 2層黒褐色土 lOYR 

2/3 

<f, 1 mmのローム粒子

多量、バミス中量含

み、粘性有り。

第 3層暗褐色土 lOYR 

3/4 

<f, 1 mmのローム粒子

中量、 <f,2-Smmバ

ミス粒子を極少量含

み、粘性有り。

B-□
 B

-

｀ 
第 4層黒褐色土 lOYR 

2/3 

¢, 5 •• のロームプロ

ック中量、 ¢,1 -3 
.. のパミス極少量含

み、粘性やや有り。

第 5層暗褐色土 lOYR 

3/4 

¢, 1 mmの砂粒を極多

量に含み、粘性は無

い。
標高680.3m

0 (1 : 160) 4 m 

第17図 第 4・5・6・7号溝状遺構実測図
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5)第 7号溝状遺構

遺構 （第17図）

本遺構は B地区東端のお～けー53グリッド内に位置し、全体層序第II層上で検出された。やや、

蛇行しながら南北方向に走る溝であり、検出長は2064cmを測る。幅は45-73cmを測り、深さは 4

-Hemと非常に浅い。断面は鍋底状を呈し、底面は北から南へ傾斜している。覆土層及び底面は、

填圧された様に堅く、しまりがある。 出土遺物は皆無である。覆土層の様相から、非常に新しい

時期の所産と判断される。

第 5節柱穴址

柱穴址は総計13基が確

認され、その全てが全体

層序第II層上で検出され

ている。

A地区で確認された柱

穴址は、第 3・4号溝状

遺構により区画された

「コ」の字状区画の内側

にその全てが存在し、区

画溝の外側には皆無であ

る。こうした遺構の分布

状況、及び覆土層の様相

を考慮するならば、柱穴

址と区画溝は併存してい

たものと推察される。

柱穴址は長軸長が40cm

内外の小規模なも のが大

半を占め、平面プランは

隅丸長方形・隅丸方形・

楕円形を呈する。 Ps・Pa

は掘り込みが深く良好な

P, ① P, R 凡R
-[QJ- - [Q] - —• — 

'"紐） ＂ ーロ ~
巳豆 〗；の性i!-f~]!ii.i:,~ 青：:!; 

―◎――EJ- -0-

麟□瓢(P 7層序） (P 8層序）
(P 9層序） (P!O層序）

第 1層 黒褐色土lOYR 第 1層暗褐色土!OYR3/4 
第 1層 黒褐色土lOYR2/3 第 1層褐色土!OYR4/4¢, 
¢,l-2mmのローム粒子主体 1-2●mのローム粒子主体で

2/3¢, 1 -3 mmのローム ¢,l-2mmのロ ーム粒子を主 で同¢のバミ ス微晨含み粘粘性強い。 第2層黒褐色

粒子を主体とし、¢,1 mm 体とし粘性なし。 第2層性無し。 第2層褐色土10 土!OYR2/3¢,5-10mmのロ

のバミスを1放伝に含み、 黒褐色土lOYR2/3バミス Y R4/4ローム粒子主体で ーム粒子・ ¢,1 mmのバ ミス

枯性無し。 を微量含み他第 1層に同じ。ネ占性無し。 を微黛含み亨占性無し。

-@り

P, R P, R 
-Q--(g-

麟贔
(P 2屑序）

第 1層

黒褐色土 lOY 

R 2/3 

-'~~ 

P11 

瓢

P1, R 

-@〉-
④
-

13

◎
 

P

-

量

PuR 
―◎― 

曇
(Pl4層序）

(P!3層序）
第1層暗褐色土JOYR2/3</, 

(Pl! 層序） ク勿ルク勿”” 第 1層 暗褐色土 Immのローム粒子中羹同かの

第 1層暗褐色土10
(Pl2層序）

第 1屑暗 褐色土lOYR3/3¢lmmの JOY R3/4¢lmmの
パミ ス微量に含み、粘性無し。

YR  3/3¢1 ~2mmの 。ーム粒子中母、 ¢2~3mmのバ ミス ローム粒子主体に 標高680._Jm

0 ーム粒子主体で、 微量含み、枯性有り。 第2層褐色土が2~3mmのパ ミス 0 (1 : 60) 1 m 
¢2~3mmのパミス を JOY R4/4他第 1層に同じ。 第3庖微量含み、枯性弱 ， 9 

微旦含み、粘性無し。黒褐色土10YR2/3他第1層に同 じ。 い。

第18図 ピット実測図
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柱穴址である。

掘立柱建物址を想定し得る配置を示すものは存在しないが、 P1-P11はほぽー直線上に配置さ

れており、柵列状を呈している。

第 6節グリッド出土遺物

第19図は、 A地区北西部の耕作土層中より検出された遺物である。

土鍋の口縁部破片と思われる。端部に陵を形成し、内外面共にナデが

施されている。胎土にはやや粗い粒の砂粒を多量、白色粒子を少量混

入している。茶褐色を呈し、焼成は良好である。

第IV章調査のまとめ

／
 0 ( 1:3 ) ~cm 

第19図 グリッド内出土
土器拓影図

本遺跡第 2次調査において検出された遺構は、竪穴状遺構 2基 ・土坑22基・溝状遺構 5基 ・柱

穴址13基である。また、出土遺物には、土師器・須恵器・須恵質摺鉢・古銭等があるが、遺構と

の共伴性を窺える遺物は皆無であると言っても過言ではなく、遺構所産期の上限あるいは下限の

年代を漠然と示唆する程度である。一方、遺構においても、所産期を断定し得るほどの構造的特

徴を具備しているものは殆んど存在しない。そこで、 A地区の遺構分布状況について、おぼろげ

ながら、性格を推定し得る第 3号溝状遺構を中心に述べてみたい。

A地区における遺構の分布状況は、第 3号溝状遺構で区画された内側と外側において、差異が

認められる。溝状遺構の内側には、竪穴状遺構及び柱穴址が存在し、土坑の分布は極めて薄い。

一方、外側は内側と逆転した在り方を示し、竪穴状遺構及び柱穴址は皆無であり、南西端に土坑

が密集する。重複遺構もあるため、この分布状況を同一時間内におけぷ傾向として捉えることは

できないが、覆土層の様相から、さほど時間差を有するものではないことが窺える。以上のこと

から、本遺跡における遺構群の在り方は、中世～近世における居住空間と墓域を分割した構造的

な遺跡の様相を示すものとして捉えられようかと思われる。しかし、乱暴な推測故、遺跡の全貌

が把握できるまで、結論を待たねばならないのであろう。

引用参考文献

小山岳夫 1987 「梨の木」 佐久市教育委員会 ・佐久埋蔵文化財調査センター

高桑俊雄 ・竹原 学 1988 「松本島立三の宮遺跡」 松本市教育委員会
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第 3号竪穴状遺構（西方より ）
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第11号土坑（東方より）

第12号土坑 （南方より ） 第13号土坑 （南東より ）
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第19号土坑（東方より）
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第18号土坑（南東より）

第20号土坑（南方より）

第21号土坑集石出土状態
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第 3図 第 2次調査発掘区設定図 (1: 2. 500 佐久市基本図20による）
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9)第18号土坑

遺構 （第 9図・図版五）

本遺構はA地区南西部の<-13グリッド内に位置し、全体層序第II層上において確認された。

前述した第13号土坑と重複し、本遺構が第13号土坑より古期に構築されている。平面プランは長

軸長113cm、短軸長80cmを測る不整隅丸長方形を呈し、長軸方位はN-3.5'-Eをさす。深さは14.

5cmを測り、鍋底状の断面を呈する。底面はやや起伏をもち、脆弱である。出土遺物はなく、所産

期及び性格は判断できない。

10)第19号土坑

遺構 （第 9図・図版五）

本遺構はA地区南西隅のけー13グリ ッド内に位置し、全体層序第II層上において確認された。

前述した第16号土坑と重複関係にあり、本遺構がより古期に構築されている。第16号土坑に東側

の壁を破壊されるため全容を窺知できないが、現存する西壁及び下場ラインの形状から、楕円形

プランが想定される。確認面か らの深さは46cmを測り 、底面は平坦である。出土遺物は無く、所

産期及び性格は不明である。

11)第20号土坑

遺構 （第9図・図版五）

本遺構はA地区南西隅のけー13グリッド内に位置し、全体層序第II層上で確認された。第26号

土坑と重複し、本遺構が第26号土坑を破壊して構築している。平面プラ ンは長軸長143cm、短軸長

93cmを測る不整楕円形を呈し、長軸方位はN-56'-Wを示す。深さは20cmを計測し、底面は小規

模な平坦面を形成する。遺物は検出されず、性格・所産期共に不明である。

12)第21号土坑

遺構 （第9図・図版五）

本遺構はA地区西部のくー12グリ ッド内に位置し、第 3号溝状遺構底面上において確認された。

第3号溝状遺構と重複し、覆土層の堆積状態及び、本土坑の周辺において溝状遺構の形状に変化

が観られることから、本土坑は溝状遺構と併存していたものと推察される。平面プランは212X 127 

cmの不整形を呈する。深さは最深部で64cmを測り、側面と底面には小規模な起伏が看取され

る。礫は北部の側面付近に集中して分布し、千曲川の河床から採集されたものと推察される。 出

土遺物は無いが、第 3号溝状遺構との関係から、中世の土坑と捉えられる。性格は不明である。
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第2号竪穴状遺構内出土石器 2
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第 2節調査日誌

12月9日（金）

表土除去作業を重機にて開始する。まずA地区に重機を搬入して表土を除去し、遺構確認面の

把握作業を行う。 A地区南西端に数基の土坑を確認する。

12月10日 （土）

バックホー、ダンプカーによる表土削平、運搬作業を行う。 A地区中央部に竪穴状遺構・溝状

遺構の存在を確認する。午後より器材を搬入し、テントの設営を行う。

12月12日（月）

重機により B地区の表土除去作業を開始する。 B地区南東端の地山地形は、急激な角度で南東

方向へ傾斜していることが判明する。本日で重機による表土除去作業は終了する。

12月13日（火）

A地区の遺構検出作業を行い、遺構のナンバーリングを行う。

12月14日 （水）

順次土坑・溝状遺構の掘り下げ作業に着手する。

12月15日（木） -12月17日（土）

竪穴状遺構・土坑・溝状遺構・柱穴址の掘り下げ作業、写真撮影及び遺構実測を行う。 A地区

西側より全体測量も開始する。

12月19日（月） ・12月20日 （火）

B地区の遺構掘り下げ作業に着手し、順次写真撮影 ・遺構実測を行う。 B地区北端にトレンチを

設定し、遺構の存否を確認する。

12月21日 （水）

A・B両地区の全体測量、遺構写真撮影を終了する。

12月22日 （木）

調査区の全体清掃を行い、航空写真を撮影する。

12月23日（金）

レベル原点の標高を測定する。器材 ・テントを撤収し、現場調査を終了する。

12月24日 （土）・12月26日 （月）

重機により埋め戻しを行い、後に重機を撤収する。

12月27日 （火）～平成元年 3月20日 （金）

報告書作成作業を行い全調査を完了する。
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梨 の 木 II

22) 第31号土坑

遺構 （第12図 ・図版七）

本遺構は B地区西部のやや南寄り、こー 1グリッド内に位置し、全体層序第II層上で確認され

た。前述した第30号土坑と重複し、本土坑がより古期に構築されている。平面プランは長軸長140

cm、短軸長111cmの規模を有する隅丸長方形を呈し、長軸方位はN-6'-Eをさす。壁は垂直に掘

り込まれ、確認面からの深さは47.5cmを計測する。覆土層は 4層に大別され、堆積状況 ・含有物

の在り方から人為的に埋められた土層と捉えられる。 出土遺物は皆無で、所産期・性格は不明で

ある。

第4節溝状遺構

1)第 3号溝状遺構

遺構 （第15図）

本遺構はA地区西部域において縦走（南北方向）し、けー12グリッド内で垂直に折れ曲がり、

調査区中央部を横走（東西方向）する。検出位置は、きー12、<-11・12、けー 8-12グリッド

内である。第 2号竪穴状遺構、第21,・22号土坑と重複関係を有する。本溝は第 2号竪穴状遺構に

切られ、第21・22号土坑とは併存する。全体の形状が「L」字状を呈する溝で、北端からコーナ

ーまでの長さは1480cm、東端からコーナーまでの長さは2904cmを計測する。溝幅は100cm内外を基

調とするが、第21・22号土坑周辺の最大部では372cm、最小値を示す第 2号竪穴状遺構の付近では

48cmを計測する。北端及び中央部では 2段構築となり、テラス面を形成する。深さは 5-28cmを

測り、断面形は鍋底状を呈する。覆土は 5層からなる。出土遺物は僅少であり、その内訳は土師

器・須恵器・須恵質土器である。何れも細片であるため遺構との共伴性は薄いが、少なくとも遺

構の上限年代が、須恵質土器の所産期を遡り得ないことを示唆する。一方、近世遺物の出土が観

られない点も考慮すると、本溝の所産期を漠然と中世に位置付けることができる。また、本溝の

形態及び、他遺構の分布状況から、区画性を帯びた溝であ

ることが窺える。

遺物 （第14図・図版八）

須恵質の摺鉢である。外面の調製は粗く 凹凸に富むが、

内面は丁寧である。 8条の条線が刻まれ、焼成は堅緻であ

る。砂粒を多含し、色調は褐灰色 (lOYR 6/1)を呈する。

ll 
＇` ．．
 、ふ

0 (1 : 3) ↑ cm 

第14図 第3号溝状遺構内出土
土器拓影図
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梨の木 II

第29号土坑

R 

〔口／
A 標高680.7m , 

A 

疇
第 1層

黒褐色土 IOY R 2/3 

¢l●mのローム粒多量、 ,pI -2 mm 

のバミスを微量含む。粘性有り。

所産期及び性格は不明である。

20) 第29号土坑

遺構 （第12図・ 図版七）

第30号A土坑□ (r) A 

A 標高6807m -A' 

第1層

黒褐色土 lOY R 2/2 
¢1 mmのローム粒・ ¢3

mmのパミスを含む。 ¢5

-7 mmの小礫少量含む。

粘性有り。

第31号土坑 ~ 

/ロA' 

A 標高6807m J!!: 

第1層 にぶい黄褐色土 !OYR 4/3 

<f,20mmの黒色土プロック・ <f,0.5-1

cmの小礫を少量含む。粘性無し。

第 2層黒褐色土 !OYR 2/2 砂粒

多量 ・<f,5 •• のバミスを微量に含む。

粘性無し。

第 3層黒褐色土 !OYR 2/3 <f, 3 

••のバミスを微量に含む。粘性無し。

0 (1 : 60) zm 第 4層暗褐色土 !OYR 3/3 砂粒

主体 <f,3-5mmの黒色プロックを

第12図 第29・30・31号土坑実測図
少量含む。粘性無し。

本遺構は B地区中央、やや西寄りのこー50グリ ッド内に位置し、全体

層序第II層上で確認された。平面プランは長軸長139cm、短軸長82cmの楕

円形を呈し、長軸方位はN-81.5°-Wをさす。確認面からの深さは28cm

を計測する。覆土は黒褐色土 1層からなり、土坑中央部は桑の根により

攪乱されている。底面には緩い起伏が認められ、土坑東部において最も

深くなる。出土遺物は土師器・土師質土器細片の 2点が認められるもの

の、検出面及び攪乱された土層内から の出土であり、本遺構の所産期及

'~ / 

0 (I : 4) 10cm 

第13図第29号土坑内出

び性格を傍証する資料にはなり得ない。 土土器実測図

遺物 （第13図・図版八）

土師器坪の底部破片である。底裏面には回転糸切り痕が看取され、内外面はナデカ渭iされてい

る。微砂粒を少量含有し、焼成は良好である。色調はにぶい黄橙色 (lOYR7/4)を呈する。

21)第30号土坑

遺構 （第12図 ・図版七）
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梨の木 II

2)第 4号溝状遺構

遺構（第17図）

本遺構はA地区東部、き～こー 8グリッド内に位置し、全体層序第II層上で確認された。第 5

号溝状遺構と重複関係を有し、覆土の堆積状態及び遺構の構築状態から同時期の所産として捉え

られる。概略、南北方向に直線的に走る溝であり、検出長は2464cmを計測する。溝幅は74-140

cm、深さは20-26cm を測り、底面は南から北へ若干低下している。覆土は第 1 層ー黒褐色土• 第

2層ー暗褐色土・第 3層一褐色土の 3層からなる。出土遺物は皆無であり、所産期を限定し得ない

が、第 3号溝状遺構の縦走部と平行し、本遺構を東限として一旦遺構の分布が観られなくなるこ

とより、本遺構は第 3号溝状遺構と対になり区画的な役割を果たしていたものと推察される。

3)第 5号溝状遺構

遺構 （第17図・図版七）

本遺構はA地区東部の<-7・8グリッド内に位置し、全体層序第II層上で確認された。前述

した第 4号溝状遺構と重複し、同一時期の所産と理解できる。やや弧を描きながら東西に走る溝

であり、検出長は1348cmを測る。溝幅は、最小値を示す第 4号溝状遺構との連結部において56cm、

最大部で104cmと狭広が認められているが、お

おむね100cmの幅を保って横走している。深さ

は41-66cmを測り、断面形は逆梯形状を呈す

る。出土遺物は僅少であり、連結部東側の第

2層中より、磨耗痕を有し炭化物状の付着物

が看取される 円礫が 1点 （第16図）出土して

いる。第 4号溝状遺構・覆土層の様相より、

中世における区画溝として捉えておきたい。

4)第 6号溝状遺構

遺構 （第17図・図版七）

••• > 0 (1 : 6) 10cm 

第16図 第5号溝状遺構内出土石器実測図

本遺構は B地区東端け• こー53グリッド内に位置し、基本層序第II層上で確認された。おおむ

ね、南北方向に直線的に走る溝であり、検出長は1072cmを計測する。幅は48-55cmとほぼ一定の

規模を保ち、深さは29-48cmを計測する。断面形は逆梯形状を呈する。底面はほぼ平坦であり、

北から南へ緩く傾斜している。 出土遺物は皆無であり、所産期を断定することはできないが、覆

土層の様相から中世以降の所産であることが窺える。
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宮の上 II

第 1章発掘調査の経緯

第 1節発掘調査に至る動機

宮の上遺跡群宮の上遺跡は佐久市横和に所在し、千曲川支流の湯川左岸の第 2段丘上に立地す

る。北側の対岸には弥生時代の大集落また古墳群で名高い北西の久保遺跡、同じ台地上の南側に

は佐久地方最大の横穴式石室を有する三河田大塚古墳を眺み、佐久市の遺跡の宝庫の中央部に立

地していると言っても過言ではない。

遺跡群は市内遺跡詳細分布調査によれば縄文 ・ 弥生 ・ 奈良 • 平安時代の遺物が採集されており、

昭和50年度に行われた本調査地区の南東部にあたる高根遺跡の調査でも弥生時代の遺物が検出さ

れている。

昭和62年度佐久建設事務所による国補交通安全事業（歩道設置工事）に伴い、本遺跡の調査が

実施され、平安時代の竪穴住居址 2棟 ・時期不明の溝址 2条・土坑 1基が検出されている。昭和

63年度においても国補交通安全事業が昭和62年度実施区間の東方に向って計画されたため、長

野県教育委員会文化課 ・佐久建設事務所 ・佐久市教育委員会の三者で協議を行った結果、遺跡の

破壊やむなきに至り緊急に調査して記録保存する必要が生じた。そこで佐久市教育委員会が佐久

建設事務所より委託をうけ、佐久市教育委員会から委託をうけた佐久埋蔵文化財調査センターが

発掘調査を行う運びとなった。

第 2節調査日誌

昭和63年12月5日（月） 午後機材の搬入、テントの設営を行い、調査前の遺跡遠景を撮影する。

12月6日（火） -8日（木） 重機による表土除去、及び遺構検出。並行して遺構が存在しない，

部分の埋め戻しを行う。 8日より H7住、 D2・3、pitlに着手。 H7住終了。

12月9日（金） -10日（土）・ 12日（月） H3・4・5・6、D4、M4・5・6・7、pit2に

順次着手。 12日にBMを移動して遺跡調査を全て終了し、機材の撤収を行う。

12月13日（火） 調査区の埋め戻しと道路バリケードを撤収し、全ての調査を終了する。

12月14日（水）～平成元年 3月20日（月） 報告書作成作業を行い全調査を完了する。
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ぬ 佐分No 遺跡名 所 在 地 立地
疇 代

縄 弥 古 京 平 中
備 考

I 240 宮の上遺跡群
慣和字宮の上 • 本松 粛反のロ・西供霙塚 ・ 湯Ill第

゜゚ ゜゚
囮鰭和本50口年査度一宮部の試上揮遺跡高桟遺湯の上・高桟・柳原・芝宮・屋敷・+:部 氾 H父丘

2 2•1 中原遺跡群
今井字大塚 • 新"'""他凛和字下土掌他中込 清渾JII 

゜゚ ゜゚ ゜
0 四和62年度一部発擢罰査字梨の木大塚曲坂中原他 2! 文丘

3 107 寺畑遺跡群 桟々井字寺姐他猿久保字下1氏他 2段丘

゜゚ ゜゚4 106 誼訪分遺跡群 棟々井字諏訪分北諏訪分 1段丘

゜゚ ゜゚s 242 噴石河原遺跡 樟々 井字 赤石 原横 和字 堰口 他 l段丘

゜ ゜6 233 北久保遺防 横和字北久保 1段丘

゜
0 

゜7 231 寄凛遺跡群 横和字寄振・鵡地 2段丘

゜゚ ゜゚ ゜8 23< 今井西原遺跡 今井字九1/f.田他 2段丘

゜゚ ゜゚ ゜
昭和49年度 f111発揮調査， 230 臼山遺跡群 鳴瀬字白山他 ー河田字下原 2段丘

゜゚ ゜゚ ゜10 235 今井宮の前遺践 今井宮の前・面他 2段丘

゜゚11 236 今井城跡 今井字城・ 前田 2段丘

゜12 ＆ 狐檬遺跡 塚原字狐塚 台地

゜ ゜13 87 道添遺跡 塚原字這添 ・立石 ・伊勢域他 台地

゜14 225 北道見遺跡群 鳴瀬字北道見南道見 2段丘

゜゚ ゜゚ ゜15 226 大和田屋敷遺跡群 鳴瀬字旦敷・ついじ 2段丘

゜゚16 227 大和田遺恥群 鳴瀬字大和田・ JII原靖他 1段丘

゜゚
。

17 88 塚/11.昼敷添遺跡 塚字 屋敷添塁 敷 台地

゜18 93 B向屋敷遺跡 111々 井字日向呈敷 2段 丘

゜゚ ゜゚19 ％ 根々井后屋敷遺跡 棟々井字居昂敷 1段丘

゜
。
゜゚20 I 91 伊勢田遺肪 根々井字伊勢田 1段 丘

゜21 96 鳴沢遺跡群 恨々井字鳴沢 ,JI(坂上他 l段丘

゜゚
。
゜゚22 108 根々井東原館跡 浪々井字東原東坂上他 1段丘

゜23 I 99 中西の久保遺跡群 岩村田字中西の久保東西の久保他 1段丘

゜゚
0 

゜24 98 北西の久保遺跡 岩村田字北西の久保 2段 丘

゜゚ ゜゚ ゜
昭口和査4に4 ·よ45り·5古4地• 5上7 •6金0年而破度発姐

25 I 10s 一本FFP遺跡群
岩村田字東 本樗 ・下鳩王寺・東大門先 u女丘

゜゚ ゜゚ ゜
昭和43・47年度一部発掘調査北一本柳・東一本卯• 西一本糟9他

26 100 中t鳥!Ki言跡群 岩村田字中鳴沢 1段丘

゜゚ ゜゚27 I 90 狐塚古墳 塚原字狐塚2141 1 台地 。
is 238 這見域古墳 鳴瀬字北道見2223 2段丘 。
29 109 根々井大塚古墳 根々井字塚原1179-1 2l文丘

゜30 110 姫宮塚古墳 楢．々井字姫宮1141 2段丘 0 
31 111 上溝沢古墳群 根々井字上鳴沢888-1、913-1、921- 1 2段丘

゜
I~ 3号まで確琵

32 116 北西の久保古墳群 岩村田字北西の久保 2段丘

゜
1喋は5C末-6C、1基は7C

33 2'4 河田大嶽古墳 河田字大蠍古414 5 2段丘

゜34 239 寄獄古墳 慣和字寄塚592 2段丘

゜35 95 根々井館跡 恨々井字唐屋敷 1段丘

゜

望 D4

第 2図 宮の上遺跡の位匿 ・周辺遺跡およサ発掘区設定図
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宮の上 II

第III章遺構と遺物

第 1節検出遺構・遺物の概要

今回の調査区は昭和62年度調査区の東端から道路北側に沿って全長188m、幅約 2mの範囲で実

施したため、遺構の全容を検出できたものは皆無に等しい。以下が今回の調査で検出された遺構・

遺物の概要である。

遺構

竪穴住居址 5 棟奈良•平安時代

土坑 3基時期不明

遺物

溝状遺構 4条時期不明

Pit 2基時期不明

土器土師器 ・須恵器・灰釉陶器 ・土師質土器 石器所謂「こも石」等

鉄器角釘

第 2節竪穴住居址

1)第 3・ 6号住居址

遺構 （第 3図、図版三）

調査区東端より 35mの位置にあり、西に隣接して第 4号住居址が存在している。重複関係は第

3号住居址が第 6号住居址北半を切り、さらに第 4号溝状遺構が両住居址を切っている。

第3号住居址は南半部が調査対象となった。平面形態 ・規模は東西長2.98mが知られる他不明

である。隅丸方形の住居址と推測できよう。長軸方位はおおむね南北ないし東西方向と言えよう。

覆土はほとんど分層不可能で、第 6号住居址との区別も難しく、本址がやや暗い程度である。

壁の状態は悪い。壁高 6-18cmを測り、立ち上りは急である。西～南壁下には壁溝が存し、西

壁下で広く幅22cm、南壁下では12cmを計測する。深さは床面より 6cm前後である。

床面は西壁下に堅緻な貼床が認められる他は、地山をそのまま利用している。全般に平坦な面

をなし、貼床は粘性のある黄褐色土を薄く貼っている。

ピットは東南隅、カマドとの間に存在する 1基のみで、柱穴は見られない。 E は東西長113cm、

-5-



宮の上 II

深さ 11cmを測り、ダラダラと掘り込まれる。底面～南側床面にかけ被熱のため焼土化している。

カマドは東壁やや南寄りと思われる位置に存している。天井部は失われているものの、袖部以

下良好に残存している。規模は焚口から煙道までの長さ 100cm、袖幅69cmを測る。煙道部は壁を山

形に掘り込み、扁平な石材を敷く。袖部は床面を20cm程掘り下げ、棒状の石材を立てて芯として

いる。火床面は長さ32cm、幅40cmの範囲が焼けている。本カマドは構築時石材の設置と前後して、

火床面～焚口にかけて長さ77cm、幅59cmの範囲を楕円形に掘り込んでいる。深さは床面より 34cm

を測り、火床面までを灰黄褐色土で埋めている。尚、支柱石は検出されなかった。

遺物はカマド内より坪類の完形品、甕破片が多出している。覆土～床面にかけては中央部を主

体に破片の出土が多く、南西床面に灰釉陶器が、中央西寄り床面より鉄釘が出土している。

第6号住居址は南半部が未調査であり、さらに第 3号住居址に北壁を破壊されているため全形

は不明である。規模は東西長3.16mで、長軸方位は第 3号住居址と若干ずれるようである。

壁は不明瞭でやや傾斜して立ち上り、残存高 7-15cmを測る。壁溝は確認されない。

床面は地山を利用し、貼床はされない。平坦ではあるがさほど堅くない。

カマドは第 3号住居址構築時に破壊されている。前述の南東隅ピット～床面にかけての被熱部

分がその痕跡と受けとれよう。

遺物は少なく、覆土中に破片が散在した状況で出土している。しかし第 3号住居址出土土器と

接合するものが見られ注意される (5-4・10・17、 6-4)。遺構のあり方も位置・規模が似て

おり、第 3号住居址は本址の建て替えと推察される。

遺物 （第 5-8図、図版六 ・七）

第3号住居址 土師器・須恵器 ・灰釉陶器、鉄器、石器などがある。それぞれ25点・ 1点・ 1点 ・

3点・ 2点を図示した。その他の破片も含め土師器が主体を占め、須恵器 ・灰釉陶器は極めて少

ない。特に供膳形態では須恵器は皆無に等しい。

土師器の器種は甕・小型甕・坪 ． 塊．皿・鉢•長頸壺が挙げられる。甕は 6-2-5 共に体部

が砲弾形をなし、下位はぶ厚〈小径の平底をなすものである。体部上位に最大径を有し、口径も

ほぽ等しい。頸部のしまりは弱く、くの字形に屈折して開く口縁部をなす。小型甕は甕と同様、

ナデ主体の 5-19と、ロクロを用い、カキ目調製を施す 5-17・18とがある。後者は短くくびれ

る口縁部に丸く張る体部が付く。坪．塊・皿はほとんどロクロ調整のみで仕上げられ、わずかに

黒色処理される 5-3・9のみヘラミガキされるが粗い。 5-21・22は鉢形になると思われるが

小片のため全形は不明である。 21は無頸壺形とした方がよいかもしれない。 22の内面は粗くヘラ

ミガキされる。長頸壺は内面調整に板状のエ具が用いられ、焼成が赤くやや軟質のため土師器と

した。須恵器は甕 (6-1)を図示し得た。灰釉陶器は 5-16、1点のみである。断面三角形の高

台は鈍 〈釉が潰け掛けであり 、東濃大原 2号窯式期の所産と考えられる。
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i:o1 

叫

UI 

工

H 3 !OYR 4/1 褐灰色やや砂質気

味¢,!-2cm大のロームプロック

(JOY R 8/4)を極少量含む。

H 6 JOY R 4/1 褐灰色 ¢, I -2 cm 

大のロームプロック (JOYR 8/4) 

をH3覆土よりは少量含む。全体

にH3に比べ明度が低い。

u1 
贔

A-
A' 

疇 ゜
2m 

~I i:o1 

0 50cm . . 

A
-

s
 

叫
A' , 

-'°' 
1. lOY R 4/1 褐灰色 炭 ・遺物を多〈含

む。

2. 5 YR 6/8 橙色火床

3. lOY R 4/2 灰黄褐色 ロームプロック

(lOY R 6/8)¢, 2 cm大を極少量、遺物を

少量含む。

3はカマドの掘り方

第 3図 第 3・6号住居址実測図
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~ 
(6-I) 

(5 -10) 

ご□ニフ
(5 -1) 

(5 -7) 

言
(5 -20) 

(6 -4) 

＼＼も国
(6 -5) 

(5 -16) 

I I I ＼ 

｝ l 
I --, I 

゜
I' 
I I 

-I II I 'I I -

I I 
I'  

(7 -5) (7 -3) 

, __ , 

' ＇ 

會
こ
(7 -2) 

(7-1) 

(8 -6) 

ii/ 

第4図 第3・6号住居址遺物出土分布固 (1:80・1:8)
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~{_/ ＼ーし ＼ごここ

＼ 口 こ／ ＼二＝
4 

ロニ

~ 

戸ーここ

□ / 
＼ロニ

三灰釉

~ 二/

二 14

で戸

~ 亡ーーニ ー＼
21 

爪
り
、

ミ
丁
＼
＂

19 
0 (I : 4) 10cm 

第 5図 第 3号住居址出土土器実測図(1)
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荊沢 II

第v章調査のまとめ

今回、罰沢遺跡第 2次調査において検出された遺構 ・遺物の詳細は前述した。検出された遺構

は、土坑 2基、ピット 1基、溝状遺構 1基である。一方出土遺物は、土師器、須恵器、石器など

がある。

荊沢遺跡第 1次調査では、奈良末～平安時代前葉の集落址の存在が明らかになった。今回の調

査で学校敷地東側のC・ D地区からは遺構の存在は認められなかった。また、第 1次調査を実施

した、 B地区の南側E地区及び西側 F地区においても、住居址の存在は確認されなかった。これ

らのことから、第 1次調査で検出された集落跡は北方及び西方に広がりをもつものと考えられよ

つ。

今回の調査で集落址の南方の限界が明らかにな ったことは、今後の調査に一つの指標を与えた

ものと考えられる。 ． （高村）
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・
ー

第 3節 区出土遺物 （第10図、図版四）

C地区より土師器 1点、打製石斧 1点が出土している。 10-1は土師器の高台付坪で、外面ロ

クロナデ調整が施され、内面はタテ方向に乱雑なミガキを施した後、 ロ縁部内面にヨコミガキが

施されている。回転糸切りの後、 高台が貼付されたため、高台部分を欠損している。平安時代の

ものといえる。 10-2は石質玄武岩製の打製石斧で短冊型を呈す。基部と刃部を欠損している。

（助川）

~ 
__ , .. ,.・.--, •. ,.,,;,、
・"・ ••'· ·,-,. . ・. ヽ．

,; 高＇：区、＼＇、
f::(喜辺苔鸞：，
-,; Iヽ)_-'.が― -:・::.; 
-...'、を、， 令・:?

• 一

。
(1 4) 10cm 

，
 

9
9
r
 

2
 

0 (1:3) 5_cm 

第10図 C地区出土遺物実測図

~
 

第 2表 C区出土土器観察表

挿図
I器種 I法量

番号

1土師
10-1 高台付

杯

成形及び器形の特徴

16.8 I口縁部僅かに内弯する。

g 

調 整 備 考

内）黒色処理。乱雑なクテ方向のミガキの後、口 完全実測
縁部付近ヨコミガキ 1色開IOYR6/6(明黄褐色）
外）ロクロヨコナデ
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蘇沢 II

~ 

、文二吐~ノ／

3 

\~g~J.I 

,.--
ぐ,c

I I 

。
(l : 4) 10cm 

第 9図 第 1号溝状遺構出土土器実測図

第 1表 第 1号溝状遺構出土土器観察表

挿図
器種 法益 成形及び器形の特徴 調 整 備 考

番号

(14 8) 底ロ緑部部内面内弯磨外か傾れ、てい口唇る部。外反する。 底内外部共回にロクロヨコナデ
色回転調実7.5測YBR6/l (褐灰色）8-1 須恵杯 3.8 転糸切り

(7.5) 

Cl5 2) ロ縁部内弯外傾。口唇部外反する。 内外共にロクロヨコナデ 破色調片実測A
8-2 須恵杯 <3 4> lOGYB/1 (緑灰色）

平底
外内）） 黒手持色処ち理ヘラケズリ？ 色回転調実10測YBR7/8 (黄橙色）8-3 土師杯 <l 5> 

(7) 

平底
外内）） 黒手持色処ち理ヘラケズリ？ 色回転調実10測YBR6/6 (明黄褐色）8-4 土師杯

く(71 49) > 

(10.2) ロ縁部直線気味に外傾する。 内外共にロクロヨコナデ
破色片調実IO測Y AR6/l (褐灰色）8-5 須恵杯 <l 9> 
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R 
調査区外

｀ 凰△

旦旦＇

言
B' 

C C' 

言疇｀

瓢ニニ冒旦
C' E E' 

瑳

調査区外

I IOY R 3/3 暗褐色砂礫層 ,J, I~ 2cmの円礫を含み、 ,J,Imm 
のローム粒子・白色粒子を少量含む。しまり有り。

2 IOY R 4/4 褐色砂礫層 ,J, I~ 2cmの円礫を多量に含む。¢

I mmのローム粒子 ・白色粒子を含む。しまり有り。

3 IOY R 4/2 灰黄褐色粘土層 ,J, I mmのローム粒子 ・白色粒

子・鉄分を含む。しまり有り。

4 7.5Y R 5/2灰褐色粘土層 ,J, I mmのローム粒子・白色粒子・鉄

分を含む。砂粒や,J,I cmの円礫を少量含む。しまり
有り。

5 IOYR 4/4 褐色粘土層 ,J, I●mのローム粒子・鉄分を含む。ゎ
ずかに,J,I cmの円礫を含む。しまり有り。

6 7.5Y R 5/2灰褐色砂礫層 ,J,2~3cmの円礫を含み、 ,J,5 
~ 6cmの円礫や鉄分を少量含む。しまり有り。

。
標高672.2m 

(1 : 90) 3m 

第 8図 第 1号溝状遺構 ・PlO実測図
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~~/ 

塁・

.,,,,,,, 

＼、［し\~
□

/IJ/ 0 (1 : 4) 10cm 

第6図 第3号住居址出土土器実測図(2)

鉄器は 3点共角釘で、原形をよくとどめる。 7-3・5は頭部が潰れる。石器は 2点共編物用

石錘と考えられ、自然石を利用している。 7-2は磨面および敲打痕を有している。

第6号住居址 土師器甕・坪．塊 6点を図示した。甕は第 3号住居址と同様である。 8-1はや

や足高の高台をもち、内面には暗文状に十字形、ラセン状のヘラミガキを行う。

以上の土器様相は平安時代中葉に帰属すると考えられ、両住居址間での顕著な差は見られない。

（竹原）
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第II章基本層序

第 1節基本層序

50 

湯
川
層

第1層

lOY R3/2黒色褐色土

</, 1 cm内外の小礫、¢ 緩い傾斜を示す。

5 mm内外のパミスを多
量に含み、粘性は弱い。 遺跡の基本的な層序は第 1図に示し

たとおりで、表土第 1層は45cm内外と

比較的に厚い堆積を示す。第II層 ・火

山灰層は10cm強の薄い堆積で、以下は

“湯川層”と言われる砂粒主体層が厚
第II層
lOY R7/8明黄褐色土

火山灰主体。パミスは
,p 5 mm内外で細か〈、
粘性は弱い。

第lll層

lOY RS/4浅黄橙色土

砂粒、軽石が主体でき
めはやや粗〈、粘性は
非常に弱い。

第1図 基本層序模式図

宮の上遺跡は湯川左岸の 2段目の段

丘上に立地し、標高は676~678mを測

り、今回調査地区は東から西へ向って

＜堆積しているが、この層厚について

は未確認である。

遺構の確認は第II層上において確実

にでき得るが、第 I層と遺構覆土は酷

似しており、確認面のレベルがさらに

高くなる可能性は強い。

本遺跡南東に約1.2km離れた位置の

梨の木遺跡の遺構覆土も表土と酷似し

ており、このようなあり方は当台地上

の遺跡に共通する こと かもしれない。
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凡 例

1 遺構の略称 竪穴住居址⇒ H、溝状遺構~M、土坑⇒ D

2 遺構No.は昭和62年度調査分の続きNo.とした。遺跡の環境については昭和63年度刊行の第 1次

調査報告書で詳述されているため省略した。

3 水系レベルについては全ての遺構を685mで統一したが、統一できなかった遺構については縮

尺尺度の上に明記した。

4 挿図

1 ) 縮尺遺構~ 1/60 (カマドは1/30) 遺物土器・石器⇒1/4、鉄器~ 1/3

2)遺構 ・遺物実測図に用いたスクリーントーンは下記の内容の表現である

地 山繕鬱瓢 カマド 土師器内面黒色

須恵器断面



（五十音順） 正雄（佐久考古学会員）、成沢冨子、花岡美津子、堀籠ミサト、

枡谷みゆき、森角せきよ、森川宗治 （佐久考古学会員）

地形・地質・石質指導 白倉盛男（佐久考古学会副会長）

7 本書の編集は翠川、篠原が行い、執筆は翠川が行った。なお、遺跡の立地と環境については

昭和62年度刊行の第 1次発掘調査報告書において詳述されているため、本書では省略した。

8 梨の木II遺跡のすべての資料は佐久市教育委員会の責任下に保管されている。

本調査において株式会社千曲通商を始め地元の方々には、発掘調査中、数々のご協力およびご

援助をいただきました。心より感謝申し上げます。

凡 例

1 遺構の記述については、検出位置⇒検出層序⇒重複関係⇒平面形態⇒覆土⇒付属施設⇒遺物

の出土状態⇒その他の観察事項の順序で記載することを基本とした。

2 遺構の略称

竪穴状遺構~Ta、土坑~D、溝状遺構⇒M、柱穴址⇒ P

3 遺構の番号

第 1次調査からの継続番号を用い、 Ta2号～、 DlO号～、 P2号～とした。

4 水糸レベルについては各遺構毎に統一し、標高は縮尺尺度上及び、水糸レベル横に明記した。

5 縮尺

竪穴状遺構⇒1/60、土坑⇒1/60、溝状遺構⇒1/160、柱穴址⇒1/60、土器1/3・1/4、

石器4/5·1/6、貨幣~1/1

6 遺構実測図に用いた斜線のスクリーントーンは地山をあらわし、石器実測図に用いた網点の

スクリーントーンは炭化物の付着範囲をあらわす。

7 石器実測図に用いた矢印は、研磨された範囲をあらわす。



例 言

ー 本書は昭和63年度佐久市土地開発公社による宅地造成事業に伴う埋蔵文化財発掘調査の報告

書である。
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琵琶坂 VI

722.46mに設置する。

9月13日 （火）

第 1・ 2地区の遺構検出 ・精査作業を行なうが、遺構 ・遺物の検出はなかった。第 1・ 2地区

の全体実測 ・全体写真を撮影し、現場でのすべての作業を終了する。

9月14日 （水） ～平成元年 3月18日 （土）

室内において報告書作成作業を行い全調査を完了する。 （高村）

第12図 琵琶坂VI遺跡の位置 (1: 10,000 佐久市No.1による）

-20-



宮の上 II

第 1表第3号住居址出土土器観察表

調 整

5-2 1 土杯師器

5-3 1 土師杯器

5-4 1 土師杯器

旦`
5 -IO 土師器

di-
5 -121土野

5-13 土師器

~ 5 -15 I 土師器
坑

5 -16 I 灰釉
皿

5-17 I 土師器
小型甕

5-18 土師器
小型甕

5-19 土師器
小型甕 二

1ヽ）

5 -20 土師器
長頚壺

5-21 土師器．
鉢？

19. 
5 -22 土師器

鉢

6-1 須恵器 ― 
甕

6-2 土師器
甕

6-3 土師器
甕

6 -4 土師器
甕

6-5 土師器
7.6 

甕

-11-



宮 の 上 II

o c1・4)5cm . . 

第 7図 第 3号住居址出石器・鉄器実測図

~ 

0
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＼三言
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第 8図 第 6号住居址出土土器実測図
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第 2表第6号住居址出土土器観察表

番挿 図号 器種 法最 成形および器形の特徴

「八」の字形に開くやや足高の高台を貼付

8-l 土塊師器 8 0 
する．
底部回転糸切り

底部回転糸切り後高台貼付

8-2 土師坑器 7 4 

12 2 
ロ縁部ゆる＜外反．

8-3 土師器
杯

底部回転糸切り

8 -4 
土師器

6 4 
杯

25 2 
ロ緑部くの字状に外反する。

8-5 土師器
甕

26 4 ロ縁部に最大径があり体部は上位がゆる＜

8-6 土師器 張る。頚部内面には明瞭な稜が見られる．
甕

2) 第 4号住居址

遺構 （第 9図、図版四）

調 整

内）ロクロナデ
外）ロクロナデ

内）ロクロナデ後暗文状に十字、ラセンのヘラミ
ガキ、黒色処理．

外）ロクロナデ

内）ロクロナデ
外）ロクロナデ

内）ロクロナデ
外）ロクロナデ

内）ハケ目後口緑部ヨコ ナデ
外）縦位ハケ目後口縁部ヨコナデ

内外やや乾燥後に目潰し的にナデを行う

内）斜位板ナデ後口縁部ヨコナデ
外）縦位板ナデ後口縁部ヨコナデ

内外やや乾燥後に目潰し的なナデを行うよう
である。

宮の上 II

備 考

胎土ー白色粒子、砂粒少量含む
焼成一良好
色調ー75YR8/4(浅黄橙色）
完全実測

胎土ー白色粒子多 く含む
焼成一良好
色調ー75YR6/4 (にぶい橙色）
完全実測

胎土一微砂少旦含む
焼成一良好
色調ー75YR7/4 (Iこぶい黄橙）
回転実測B

胎土一茶色粒子・石英粒少量含む
焼成一良好
色調ーIOYR7/6(橙色）
回転実測B

胎土一白色粒子、石英粒少量含む
焼成一良好
色調ー75YR5/6 (黄褐色）
回転実測B

胎土一白色粒子少且含む
焼成一良好
色調ーJOYR4/3(Iこぶい黄褐色）
回転実測B

本住居址は調査区東端から4lm離れた位置に検出された。検出部分では他遺構との重複関係は

もたない。プランは推定で 1辺約3.6mの隅丸方形を呈するものと思われる。

覆土は 3層からなる。 2・3層はほぽ同一の土質であり 、堆積 ・広がり共にさして広範囲には

及ばない事から、覆土の主体を占める 1層により短期間で埋没したものと推測される。

確認面からの壁高は30-40cmを測り、床面からの立ち上がりはやや緩やかで、壁体は第II層を

そのまま利用しておりさして堅固ではない。壁溝は検出されなかった。

床面も壁体同様に第II層をそのまま利用しており、所謂「貼り床」・「叩き床」は認められない

が叩き締められており、第II層そのものよりは堅固であ った。 ピットは今回の調査範囲内におい

ては検出されなかった。

カマドは東壁の東南コーナーよりに構築されていたものと思われるが、完全に人為的破壊をう

けており、火床と思われる75X 55cmの焼土の広がりが認め られたにすぎなかった。

遺物は10-4が完形で出土している他は全て破片状態で出土しており、その分布は本址東半に

集中し、径15-20cm大の礫を多量に伴っている。

遺物 （第10・11図、図版七・八）

土師器 ・須恵器 ・灰釉陶器が出土してる。それぞれ21点 .7点・ 1点を図化したが、その他の

破片も土師器の占める割合が高い。

土師器の器種には坪・高台付椀．甕がある。坪 ・高台付椀共に黒色処理されるものと、されな

-13-



宮の上 II

いものがあるが、縦ヘラミガ

ゞキを施し、黒色処理するもの

が多く認められる。また、全 1~ ~I iol 

面に縦ヘラミガキを施さず、

I迅凡↓u-, ヽ 1~ミご1 I L冒
ヽ

暗文状に施すものも 3点
叫

(10~2·5·10) 存在する。

讐
ロクロからの切り離しは全て

心心゜― 2 ・10-1~苔JJ-s I ,~ 
0-16• 

糸切りであり未調整である。 ● 11 Cっ
10-8●| 

尚、墨書が10-16・23・24の

3点に認められるが、 10-16 (!J 

゜の「正」を除き他の 2点は判

゜読できない。甕には長胴大型

｀ 叫`
の11-5と小型の11-4があ

<t!I 
る。 11-5は所謂「北信型の

1. lOY R 4/1 褐灰色土 0 1-0 5cmq, バミス、 1

甕」と呼称されるものであり、 ~ 2cm¢ 礫多量含。

゜
(1 60) 2m 

2. lOY R 4/1 褐灰色土 ローム粒少量含。

奈良• 平安時代の東信地方に
3 lOYR 4/1 褐灰色土 1よりやや暗い。

主体的に認められる所謂「武
第 9図 第 4号住居址実測因

蔵型の甕」とは異なる系譜の甕である。 11-4は欠損した口縁部を再生利用した小型甕であり、

内面にはロ クロナデ、外面頸部下は縦ヘラケズリが施されており所謂「武蔵型の甕」の系譜を引

くものと思われる。

須恵器の器種には坪・有台坪．鉢・甕がある。坪・有台坪のロクロからの切り離しは糸切りに

よるものと思われる。鉢も含め、相対的に胎土・調成は粗悪である。甕は張った肩部から頸部が

内屈し、頸部から短く広口の 口縁部が開 くもので、奈良 • 平安時代を通じて当地方における須恵

器甕の主体をなすものである。 11-1・2の 2点が認められる。

灰釉陶器は10-1を1点のみ図化したが、 他に段皿・小瓶ないしは長頸瓶と思われる細片が 1

点ずつ出土している。段皿は 2次火熱をうけており、色調がやや異なるものの、 3点共に灰白色

の比較的緻密な胎土をもち、淡緑色ガラス質の釉が施されている。産地については不明であるが、

施釉は刷毛により行われており光ケ丘 1号窯期に比定されるものと思われる。

以上の出土遺物から本住居址は、平安時代前葉の所産と考えられる。

（小林）
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第10図 第 4号住居址出土土器実測図(1)
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第11図 第 4号住居址出土土器実測図(2)

第 3表第4号住居址出土土器観察表

挿番 号図 器種 法昼 成形および器形の特徴 調 整 備 考

底部糸切り 外内）） 縦ヘラミガキ。黒色処理． 胎晶土ー白色粒子を少量含む．焼成一良
10-1 土師器

5 2 ロクロナデ．
杯 片調ーIOYR2/l(黒色）

破実測A

土師器 17 2 ロ縁～体部内弯気味に開き、端部で僅かに 外内）暗文状の縦デヘラミガキ．黒色処理． 胎土一雲良母・白色粒子を多含する．

10-2 高坑台付
外反する． ）ロクロナ 。

焼i成 一好
調片ー5YR6/4(tこぶい橙色）
実測A

底部糸切り 内）） 縦ヘラミガキ． 胎誓土一赤色粒を少量含む．
10-3 土師器

6 8 外 ロクロナデ． 成一良好．
杯 調転実ー10YR5/2(灰黄褐色）

回測A

13 底縁部す糸切体 り 外内））縦ヘラミガキ。黒色処理． 胎焼身土—良¢2-5mm大の軽石多含．
10-4 土師器 6 ロ ～ 部内弯気味に開き端部で僅かに外 ロクロナデ。 成ー好．

杯
4 6 

反る。 調全ー75YR7/6 (橙色）．
実測．

底部部糸僅切り 外内）暗文状の縦ヘラミガキ（十字）． 胎焼成土ー一良白好色．粒子を少位含む．

土師杯器
12 6 体 かに内弯し、口縁僅かに外反する。 ）ロクロナデ．

IO-5 5 5 色調転ー75YR8/4 (浅黄橙色）．
4 0 回 実中測B

内面央に炭化物付着

土師器 底部付糸切り。 外内）縦ヘラミガキ．黒色処理． 胎土一赤良色粒子を僅かに含む．

IO-6 高台付 6 8 貼高台 ）ロクロナデ． 焼色成調一 好
杯 -!OYR7/4 (tこぶい黄橙色）．

回転実測B

土師器 底貼部付糸高切台．り． 外内）縦ヘラミガキ。黒色処理 胎焼成土ー白色粒子を少嚢含む．

10-7 高台付 8 
）ロクロナデ。 高台端部に．沈線． 一良好

杯 色開転ー75YR6/4 (tこぶい橙色）．
回実測B

須恵器 底体部部糸内切弯．り． り）ロクロナデ． 胎焼成土一一軟白質色粒子を多含する．
10-8 

杯 6 2 
色調転実ー5YR7/1 (灰白色）．
回測A

13.4 体部内弯． 外内）横ヘラミガキ→縦ヘラミ ガキ． 胎士一白色粒子を少羹含む．

JO-9 土師器 ）ロクロナデ． 焼成一良好
杯 破色調ー75YR6/4 (Iこぶい橙色）．

片実測A

- 16-
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14.2 体部内弯気外味に開き、口縁部でゆる＜屈曲 外内）） 暗文状の縦ヘラミガキ． 胎焼色土成ー一良白色好粒子を少量含む．土師杯器 しながら 反し、端部は内弯する． ロクロナデ10-10 
調転ー75YR6/4 (tこぶい橙色）．

回実測B

12.6 体部から直線気味に開く ．
り）ロクロナデ． 胎焼破色土成ー一良白好2色/0・赤色粒子を少量含む。10-11 須恵器

杯
調片ーN (黒色）．
実測A

13 4 体部から内弯気味に開く． 外内）） 縦ヘラミガキ．黒色処理．
胎焼土ー白や5色Y粒軟4/質子lを多含．土師器 ロクロナデ。 成ーや ． 10-12 

杯 6 
色調転実ー2. (黄灰色）．3 8 
回測A.

体部すから内弯気味に開き、端部で僅かに外 外内）） 口縁部横ヘラミガキ。黒色処理。

胎焼破色（土成調灰片黄実一一ー精褐測良N製好2色A/不．0 ）, ． 足(黒色） ~ IOY R 5/2 
土杯師器

13 4 反る。 ロクロナデ。
10-13 

13 0 体部半ばで直線的に開く．
り）ロクロナデ。

胎焼破色土成調片ーーー所N白謂2色/粒0「生子(黒焼を色僅」）か？に含む．10-14 須杯恵器

実測A

13.4 体部から内弯気味に開く ． 外内）） 横ヘラミガキ． 胎土ー白色粒子を少量含む．
土杯師器 ロクロナデ。

焼畠成一良好10-15 
調ー 5YR3/4 (暗赤褐色）．
片実測A

14.2 底体部部糸切り 外内））横ヘラミガキ．「正黒」色の処墨理書． 胎土— 4> 1-5,,, 大の軽石を多含す
10-16 土師杯器 7 2 

から内．弯気味に開く ． ロクロナデ。 ・
焼色成ーや5やY軟R質7/．4 

4 0 調転ー7 (tこぶい橙色）．
回実測A

底部付糸高切り． 外内）） ロクロナデ 胎焼土ー白色粒子を多含する．
10-11 須有恵器 12 0 貼台． 底部周縁回転ヘラケズリ．ロクロナデ． 成一良好

台杯
色破調片ー75Y6/l (灰色）．

実測A.

15 0 やや内弯気味に開く。 内）口縁ー横ヘラミガキ。体部一縦ヘラミガキ．
胎焼i成土一一砂良粒好．含む土師杯器 黒色処理．10-18 

外）ロクロナデ． 調片ー75YR5/4 (にぶい褐色）．
実測A.

14 8 体部から内弯気味に開き、口縁部で外反す 内）口縁ー横ヘラミガキ。体部一縦ヘラミガキ． 胎焼色成土ー一良白好色粒子を多含する。土師杯器
底る．部糸切り 黒色処理ナ．ァ-． 10-19 5.6 

外）ロクロ 調転ー7.5YR6/4(にぷい橙色）5? 
回実測A

16 4 ロ唇部で強く外反．
り）ロクロナデ。刷毛塗り施釉． 胎焼釉成土一一一黒良好色粒子を少量含む。10-20 灰:

色調淡ー緑5色Y．7/IC灰白色）．破片実測A.

16 体部から直線的に開く ． mロクロナデ． 胎焼色破成土調片ーー黒ややS色Y粒軟7/質子3． 、石英粒を多く含む．10-21 須恵杯器

-2. (浅黄色）
実測A。

比較的長い脚状の台部をもつ。 外内）） ロクロナデ． 胎焼闘成土ー良白色粒子を少量含む．10-22 土師器
9 8 ロクロナデ．横ヘラミガキ． ー好

？ -JOYR6/6 (明黄褐色）．
実測B,

内）ロクロナデ．字黒色処理．書 胎焼土成ー一良白色好粒子を多含する．
10-23 土師器 外）ロクロナデ。 不明墨 ． 

杯？
色破調片ー75YR6/6 (橙色）．

実測B.

内）ロクロナデ．横ヘラミガキ． 胎土ー赤良色粒子を多含する．
10-24 土杯師？器 外）ロクロナデ． 焼成ー好

色破調ーIOYR7/4(にぶい黄橙色）．
片実測B.

巻き上げ、叩き締め、 ロクロ成形．
り）ロクロナデ． 胎焼破色土成一ー良白5色好/0 ・黒色粒子を多含する。11-I 須恵甕器

調ーN (灰色）．
片実測B

巻き上げ、叩き締め、 ロクロ成形．
り）ロクロナデ． 胎焼破色土成一一雲6測良/0母好B ・白色粒子を多含する。11-2 須恵甕器 .: 

ヽ 調片N (灰色）．
実．

21 6 体内部弯から内弯気味に開き、端部でやや強く
り）ロクロナデ。 焼胎土一白色粒子、雲母を含む。

須鉢恵器 する． 成一良好11-3 
破色調片ー5Y7/1 (灰白色）．

実測A.

体部から外内反弯気す味に立ち上がり、 口縁部で 外内）） ロクロナデ． 胎焼~土ー白色好粒子・雲母を含む．
土師型器

7.4? やや強く る。 ロクロナデ。縦ヘラケズリ ． 成一良11-4 

調面損ーIOYR6付部/4着を物再(tこ．生ぶ利回い転用橙実。色測）． 
小甕

に黒色の B。
した口縁 。

22.4 「き＜」の字状に強く外反する口縁部． 外内）） ロクロナデ． 胎成土ー一赤良色好．した粒子を多く含む
II-5 土師胴器 巻上げ、ロクロ成形 住ス部上半ロクロナデ、下縦ヘラナデ、ヘラケ

焼色転詞ー 5YR7/8 (橙色）。
長甕 リ．

回実測B.
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3)第 5号住居址

遺構 （第12図、図版四）

調査区東端から54mの位置に検出され、僅かに東南

隅を調査したのみである。隅丸方形のプランになると

思われるが、規模 ・長軸方位等は不明である。

覆土は単層で砂質の黒褐色土が堆積する。ゆる＜傾

斜する壁は壁高20cmを測る。

地山が砂質のためか床面は軟弱である。

遺物 （第12図）

土器のみ出土、いずれも小片である。器種は土師器

坪 ・甕・須恵器坪がある。 3点が図示できた。

（竹原）

"--~ 
I 

~---c:,; と

A A' 

贔 ~::d3 
9 (1 : 60) 1 m 0 (1:4)5cm 

第12図 第5号住居址および出土土器実測図

第4表第5号住居址出土土器観察表
挿図

器種 法盈 成形および器形の特徴
番号

底部糸切り．

12-1 
須恵器

6 2 
杯

底部糸切り．

12-2 土師器
6 2 

杯

底部糸切り．

12-3 須恵器
5.6 

杯

4)第 7号住居址

遺構 （第13図、図版四）

調 整 備 考

り）ロクロナデ． 胎焼土ー白色粒軟子質を少量含む．
成ーやや ． 

色調ー2.5Y6/2(灰黄色）．
回転実測B

内）縦ヘラミガキ．黒色処理． 胎土ー白色粒子を少量含む。
外）ロクロナデ． 焼成一良好。色調ー5YR5/4(tこぷい

赤褐色）．
破片実測A.

り）ロクロナデ． 胎焼成土一白色粒軟質子．を少量含む．
ーやや

色調ー 5Y6/l (Ji尺色）
破片実測A

本住居址は調査区のほぼ中央で検出された。西側に攪乱が入り、北半部分が区域外のため未掘

である。住居址の東南コーナー ・カマド1/2を含む全体のほぼ1/4を調査したにすぎない。調査範

囲内では他遺構との重複関係は認められなかった。プラ ンは隅丸方形を呈するものと推測される

が、規模は不明である。

覆土はc/J0.1-lcmの礫を多含し、 cpl-2cmの炭片を少含する黒褐色土の単層からなる。短期

間での埋没が推測される。

確認面からの壁高は30-35cmを測り、床面からの立ち上がりは、ほぼ垂直に近く急である。壁

体は第II層をそのまま利用しているが、かなり堅固である。壁溝は検出されなかった。

床面はカマド焚□手前には所謂「貼り床」・「叩き床」と呼称される部分（第13図破線範囲）が

-18-
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認めれらるが、他は第II層そのものよりは

堅固であるものの、第II層をそのまま利用

している。ヒ° ットは今回の調査範囲内にお

いては検出されなかった。

カマドは東壁に構築されていたが、構築

材は一切認められず、掘り方と火床の一部

と思われる焼土の堆積を確認できたにすぎ

ない。遺物は14-9が床面で出土した他は

全て覆土内より出土している。

遺物 （第14図、図版八）

土師器・須恵器が出土している。それぞ

れ 3点 ・10点を図化した。他の図化できえ

竺

区
域
外

四 :;,:I … …、.'

<r:I. ~ 活 i:i:i[

1. lOY R 3/1 黒褐色土 0.1~ lcm</, の礫多量に

含、 l~ 2cm¢, の炭片を少量含、下

層ほど砂質化

標高685.2m
會ヽ

O (1 : 60) 1 m 
. 

2. 焼土

3. lOYR 3/2 黒褐色土砂質、カマド構築の基

礎。

第13図 第7号住居址実測図

なかった破片を含めても須恵器の占める割合が非常に高い。

~ 

ニ一 ミ、 4

""° ~7~ 二

□丁三。

／ 

~~2 

二

夏亡~2

ミ三仁言

~~ ー＝ぇ

~ 

勺 /
13 

。
(I : 4) !Om 

第14図 第7号住居址出土土器実測図
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第 5表第7号住居址出土土器観察表
挿図

器種 法量 成形および器形の特徴 関 整 備 考
番号

13 4 
天つロ井縁ま部部み貼フ内屈付ラ．． ッ ト． 外内）） ロクロナ乞ア・ 胎焼闘成土一一良白色好粒子をやや多く含む。

14-1 須杯恵器蓋 ロクロナ ．天井部ヘラケズリ ．
3 4 -100． 5/1 (緑灰色）．

実測A.

底部糸切り． mロクロナデ．火欅． 胎焼譴成土＿一良白色好粒．子を多含する。
14-2 嗜器 8 0 

-7 5Y6/l (灰色）．
実測B.

14-3 土杯師器 7 4 外内）） 縦ロヘクラロナミデガ。キ．底部黒手色処持理ち．ヘラケズリ ． 胎焼破成片土ー一実測良白色好A粒．, 子・雲母を含む。

15.0 外内）） ロクロナデ．

胎焼色土成網一ーー所外測内白）） 色謂A粒72「..55子生YY焼を7R/多」72/含気(灰4す味(黄に．るぶ色。）い．橙色）．
ロクロナデ．天井部ヘラケズリ．

14-4 須杯恵器蓋

破片実

14.4 丸底気味．
外内）） ロロククロロナデ．デ．底部回転ヘラケズリ． ）火欅 胎焼評成土ー一良白好色粒．子を多含する。

14-5 須恵杯器 8.0 
4 71 -実7測.5AY6/2 (灰オリ ープ色）．

14 0 ロ縁部が直線的に開く。
り）ロクロナデ．火棗 胎焼色成調土転ー一良白5好色粒子を多含する。

14-6 須恵杯器
ー Y7/2 (灰白色）．

回実測B.

17 8 ロ縁部はほぽ直角に屈曲． mロクロナデ．
胎焼色破成調片土実一一ー測良N白色好6A/粒。0 子を多含する。14-7 須杯恵蓋器

（灰色）．

13 8 底ロ縁部部糸や切やり外．反． り）ロクロナデ．火欅． 胎焼色土成E＿一良白色好粒。子を多含する。
14-8 須恵杯器 7 6 

3 8 -7 5Y6/1 (灰色）．
回実測A,

14.6 丸底気味の底部から直線的に開 く． 外内）） ロクロナ乞ア• 胎焼彗成土一一良白好色粒子を多含する．
14-9 須恵杯器 6 6 ロクロナ ．底部手持ちヘラケズリ．

4 I -7 sis;2 <灰オリープ色）．
実測．

14.2 ロ縁部直立気味．
り）ロクロナデ．

胎焼色成土調＿一ー外測良内白）） 色好A粒．NN46子//00 を多((灰灰含色色す））．、る．須有恵台器杯14-10 

破片実 ． 

巻き上げ、叩き締め、ロクロ成形． 外内）） ヘ部ラ、 指立デ．頭ちナがデ．ロクロナ横デ．ヘ 胎土一を良¢多好5-含す2mmる大．の石粒、 白色粒子
須恵甕器

底～ 上 りにかけて ラケズリ ．ロ
14-11 クロナ

焼破色成調片ーー 5Y． 6/l (灰色）．
実測B.

ロクロ 外内）） ロクロナデズ．リ 胎焼色土成調転一雲や母軟R・6質白/．4 色粒子を多含する。
14-12 土小師型器甕 6.6 斜ヘラケ ． 

ー-測lOやY (にぶい黄橙色）．
回実 B.

19 
所巻謂き上「げく．」字状口縁． mロクロナデ． 焼胎鰐成土一一雲良母好を多含する．

14-13 土長胴師器甕 -7.5Y． R7/4 (にぷい橙色）．
実測A

土師器の器種には坪・甕がある。坪は内面黒色処理を施され底部は手持ちヘラケズリである。

甕は所謂 「武蔵型の甕」と呼称される長胴大型のものと、 ロクロを使用した小型のものがある。

須恵器の器種には坪 ・有台坪・ 坪蓋 ．甕がある。坪のロクロからの切 り離しには14-5・9の

ようなヘラによるものと、 14-2・8のような糸によるものとが共存している。また、 14-8・ 

7には底部に所謂「ヘラ記号」が認められる。坪蓋の天井部はヘラケズリが施されており 、フラ

ットな面をもつ。つまみ部は14-1を見る 限りにおいては扁平である。甕は底部片であるため、

器形は知りえない。

以上の出土遺物から本住居址は奈良時代末から平安時代初頭の所産と考えられる。 （小林）
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第 3節土坑およびピット

1)第 2・ 3号土坑

遺構 （第15図）

調査区東端より 15mに位置する。 II層中で検出

し、第 3号土坑東部を第 2号土坑が切っている。

第2号土坑は楕円形プランと思われるが、全貌

は不明で、短軸長90cmを測る。緩く 凹む床面より

斜めに壁が立ち上り、残存高14cmを計測する。

第3号土坑も楕円形を呈し、東西に長軸をもつ。

壁・床は不安定で凹凸が激しく、壁高6.5-12cmを

測る。東壁下床面は一段高〈なっている。

遺物は両土坑共覆土内から土器片が出土した。

遺物 （第17図）

器種は土師器坪．甕が見られる。 17-1は第 2

’
 

A-

2
 

D
 

3
 

④

D

A

-

A
 瓢

A' 

O (1 : 60) 1 m 
' .  

D2 1. lOYR 3/3 暗褐色土 ローム粒、 ¢0.Scm前後の小礫を

少量、 0.2cmのパ ミスを極少量含む。弱粘性。

D 3 1. lOY R 3/3 暗褐色土 ローム粒 (D2よりは少量）、

¢0.Scm以下の礫を少量含む。

2. lOY R 4/3 暗褐色土 ローム粒・ ¢0.Scm以下の礫を少

量含む。 (1よりはやや多い）1に比べ固く

締ま っている。

第15図第 2・3号土坑実測図

号土坑出土で、内面黒色処理されるがヘラミガキは行われない。 17-2は第 3号土坑より出土、

甕は図示し得ないが「武蔵型」である。いずれも平安時代に帰属しよう。

（竹原）

2) 第 4号土坑

遺構 （第16図、図版四 ・五）

調査区の西端から5.3mの位置で検出された。第II層上面から掘り込んでいる。今回の調査範囲

内での他遺構との重複関係は認められなかった。ほぼ円形の平面プランを呈するものと思われる

が、北半部分は区域外のため未調査である。今回の調査で検出された他の遺構が、調査区のほぼ

東半に集中する傾向が認められるのに対して、本址は昭和62年度分の調査における B地区に近接

した位置を占める。覆土は 4種類 9分層から成り、人為的な埋設の可能性も推測される。また掘

り込みは第III層にまで達しており、断面形状は 2段落ちであるものの、 比較的不整形である。壁

体は下方に行くほど堅固になるが、第II層部分は脆弱である。

検出部分での最大径は約3.5mを測り、検出面からの深さは最深部で1.18m、上面では48-60cm

である。遺物は壁面に貼りついた状態で出土するものが多 〈認められたが、量自体は少量である。

-21-



宮の 上 II

遺物 （第17図）

土師器 ・須恵器が出土している。それぞれ 1

点 ・2点を図化した。

17-3は甲斐型坪と呼称されるもので、佐久

市内では池畑遺跡第 1号土坑出土のものが 1点

あり、本例は 2例目である。 17-4・5は須恵

器の甕である。 2点共に破片であり全器形を知

りえるものではないが、張った肩部から内屈し

て頸部にいたり、頸部から広口で短い口縁部が

開くプロポーションを呈するものと推測される。

当地方においては奈良• 平安時代を通じて、須

恵器甕の主体をなすものである。

以上の出土遺物から本址の年代を決定する事

は困難であるため、大まかに平安時代の所産と

しておきたい。 （小林）

⑭) 

A

＿
 

A' 

標高684m

0 (I : 60) l m 
'.  

I. IOY R 4/3 にぶい黄褐色 ¢,0.5~0.lcm大の軽石を多 く

含む。砂質気味。

2. IOYR 3/1 黒褐色 0.5~0.lcm大の軽石・ </,0.lcm大のロ

ーム粒子 (IOYR8/4)を少量含む。水分を

多く含む。

3. IOY R 3/1 黒 褐色 砂粒 (IOYR 6/3) を多く含む。

4. IOY R 6/3 にぶい黄橙色砂層。

第16図 第4号土坑実測図

▽ 

▽ー 「口7

~ ／ク
2

。
(1 : 4) 10cm 

第17図 土坑出土土器実測図
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第 6表土坑出土土器観察表

挿図
器種 法量 成形および器形の特徴 開 整 備 考

番号

12.87 体部から弱く内弯 しながら開く． 外内）） ロクロナデデ。黒色処理．
胎焼色破成片土調ー一2良白.色好粒．子を多く含む。17-1 土杯師器 ロクロナ 。

- 5YR6/6 (橙色）．
実測A.

14' 体部から直線的に開き、端部が鋭角．
塁）ロクロナデ． 胎焼色破成調片土ーー赤や5色やAY軟.・8/質白2． 色の粒子を多含する．17-2 須恵杯器

-2 (灰白色）．
実測 ． 

10.81 体部から弱く内弯しながら開く． 外内）） ロクロナデデ．鋸歯状暗文．
胎焼破色成調片土一茶良JO好色Y粒子を少量含む．17-3 土杯師器 ロクロナ ． 

- ． R5/4 (にぶい赤褐色）．
実測A.

肩;が張り、頸部で強く「く」の字状に外反 り）ロクロナデ． 胎焼色断成調土面ー一7良白.好5色R粒．4/子2を多含する．須甕恵器
るき。上げ、叩き締め、 ロクロ成形．17-4 

- (灰赤色）．
実測B.

巻き上げ、叩き締め、ロクロ成形．
切ロクロナデ。 胎焼評成土一一黒良色好 ・白色粒子を多含する．

17-5 須恵甕器
-5 Y． 6/1 (灰色）．
実測A.

3)第 1・2号ピ ット

遺構 （第18図）

第 1号ピ ットは調査区東端より約20m西で検出され

た。 45X40cmの楕円形のプランを呈し、検出面より 25

cmの深さを測る。 出土遺物は皆無であり、時期・性格

共に不明である。

第 2号ピ ットは第 5号住居址東南コーナー脇40cmの

位置で検出された。径30cmの正方形を呈し、検出面より

18cmの深さを測る。時期 ・性格は不明である。（小林）

A
-

Pl

◎
 

④
A
-

名）P, 

A ◎ A' 

A-
ヽ

A

＿
 

A

＿
 

’
 A

-

贔量 曇
0 (1 : 60) 1 m , ~ 

第18図 第1・2号ピット実測図

第4節溝状遺構

1)第 4号溝状遺構

遺構 （第19図、図版五）

本址は調査区東端より 35mの位置にあり、ほぼ東西に走る溝である。

他遺構と の重複関係は、第 3・6号住居址を本址が切っているが、床面までは達しない。

検出長7.7m、幅48-98cm、深さ 8-14.5cmを測り、東から西へ幅を広げながらレベルを減じて

いる。断面形は逆台形を呈し、底面は平坦である。

覆土は 2層で、下層に砂利が存在する ことか ら流れのあったものと考えられる。

遺物は各層より 小破片が出土しているが、第 3号住居址に帰属するであろうものも多く含まれ
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@ i: 

A-
A- ，

 
A-

剛

旦麟冒旦

cl 

H 8 A

＿
 

’
 

A-

量ニ旦

~ 
1. lOY R 4/1 褐灰色土

砂質

2. 砂利層 鬱
I. IOY R 4/1 褐灰色土 0. I ~0.3cm 標高684.8m

¢バミス少量含. 0 (I : 60) 1 m 
2. IOYR 4/1 褐灰色土 ローム粒を ' ' 

少量含．

第20図 第 5号溝状遺構実測図

9 (1 : 60) 1 m 

第19図 第 4号溝状遺構実測図

ていると考えられる。

遺物 （第23図）

土師器 ・須恵器 ・灰釉陶器があり 、そのほとんどは平安時代のものと考えられる。

土師器の器種は甕・坪 ．椀が挙げられる。甕は「武蔵型」 ・「北信型」両者見られるが図示出来

ない。坪23-1・ 2は内面ヘラミガキを行わず、黒色処理される 4-6には見られる。 5は十字

形、ラセン状に施し、 7は底部手持ちヘラケズリ を行う古い様相のものである。灰釉陶器は碗な

いし皿の底部で、回転ヘラケズリの後断面三角形の高台を貼付する。釉は刷毛塗りと思われ、光

ヶ丘 1号窯式期に属する可能性がある。須恵器は突帯付四耳壺、甕の破片を図示し得た。

（竹原）

-24-



宮の上 II

2) 第 5号溝状遺構

遺構 （第20図、図版五）

調査区東端より 66mの位置にあり、ほぼ南北に走る。

検出長2.3m、幅60cm前後、深さ 16-26cmを測る。断面

形は弧をなし、底面レベルはほぼ水平である。覆土は上

下 2層からなり、砂礫の堆積はみられない。

本址に付属する施設としてピットが 3基検出された。

平面形態は円ないし楕円形で、直径31-4lcm、検出面か

らの深さ36-4lcmを測る。

遺物 （第23図）

2点を図示した。いずれも平安時代のものと思われる。

（竹原）

3)第 6号溝状遺構

丙

A

＿
 

，
 

A

＿
 

麟三
l. lOY R 3/2 黒褐色土砂質、ローム粒、

バミス少量含．

2, lOYR 3/2 黒褐色土砂質、ローム粒

中量、バミス少量含。

9 (l : 60) l m 

第21図 第6号溝状遺構実測図

遺構 （第21図、図版五）

本址は調査区の東端より 105mの位置で検出された。ほぼ南北方

向に走る。幅はl.24-l.44m、深さ30-34cmを測る。覆土は近似

する砂質の黒褐色土層 2層からなる。

遺物 （第23図）

土師器が 2点出土している。 2点共に杯と思われるが、 23-12

については断言はしかねる。 23-11には墨書が認められるものの

判読はできない。以上の出土遺物から本址の年代を決定する事は

無謀であるが、一応平安時代以降の所産としておく。 （小林）

3) 第 7号溝状遺構

遺構 （第22図）

第5号溝状遺構の西10mの地点で検出された。東西に走る溝の

末端付近と考えられるが、平面規模は不明である。

検出長3.Sm、深さ56cmを測り、すり鉢状に深〈落ち込む。

覆土は黒褐色の砂質土が堆積しており、上～中層にかけて礫．

遺物が散在する状況であった。

区
域
外

4, 

A- ’
 

A

＿
 

標高684.Sm
0 (1 : 60) 1 m ,~ 

第22図 第7号溝状遺構実測図
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遺物 （第23図、図版八）

土師器 ・須恵器の坪類が出土している。 23-15は内面に入念な横ヘラミガキがなされ、底部は

径大きく静止糸切り？の後外周をヘラケズリする。 23-16・17は小径の坪で内外ロクロ成形され

る。 16は底部および体部下半を手持ちヘラケズリする。 23-18は底部回転糸切りがなされるが径

は大きい。 19は二次底部面を有し、ヘラ切りがなされるようである。

これらの土器の所属時期はおおよそ奈良時代前半 (19)、奈良時代末～平安時代初頭 (15・

18)、平安時代後葉 (17)と捉えられよう。 （竹原）
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第23図 溝状遺構出土土器実測図
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第 7表溝状遺構出土土器観察表

挿番 号凶 器種 法量 成形および器形の特徴 調 整 備 考

底部回転糸切り 。 内）ロクロナデ． 胎土ー白色 赤色粒微星含む。

23-1 土師器 5 6 外）ロクロナデ． 焼成一良好。
杯 色調ー5YR7/6 (橙色）．

回転実測B

11.0 体部外方にふくらむ． 内）ロクロナデ。 胎土一赤色・白色・石英粒少祉含む．

23-2 土師器 外）ロクロナデ． 焼成一良好。
杯 色調-75YR6/6 (橙色）。

破片実測B.

13 4 体部内弯して開き、口縁端部はやや外反す 内）ロクロナデ後、暗文状にヘラミガキ． 胎土一砂粒微嚢含む。

23-3 土師器 る。 外）ロクロナデ。 焼成一良好。
杯 色調ー5YR6/6 (橙色）．

破片実測A。

底部回転糸切り。 内）ロクロナデ後、縦ヘラミガキ、黒色処理． 胎土一白色粒子多量に含む。

土師器
5 0 外）ロクロナデ． 焼成ーやや軟．

23-4 
杯

色閲ー25YR5/6 (明赤褐色）．
完全実測。
外面にクール状の黒色付着物。

16 0 底部回転糸切り後、高台貼付． 内）ロクロナデ後、見込み部を除き横ヘラミガキ 胎土一微砂少量含む．

23-5 
土師器 7 8 し、十字・ラセ｀ノ状にヘラミガキ。黒色処理． 焼成一良好。

6 6 外）ロクロナデ。 色調ー75YR8/4 (浅黄橙色）．
回転実測B.

灰釉
貼付高台は断面三角形を呈する。 内）ロクロナデ． 胎土一密．

7 0 外）ロクロナデ後、下半～底部回転ヘラケ；；（リ ． 焼成一良好．
23-6 坑？

内外底部、見込み部除き施釉、刷毛塗りか。 色調ー7.5Y7/1(灰白色）．
皿

回転実測B。

内）ロクロナデ後、横ヘラミガキ、黒色処理。 胎士一石英粒・白色粒子少量含む。

23-7 土師器 7 8 外）ロクロナデ、底部手持ヘラケズリ． 焼成一良好．
杯 色調ー 5YR6/4 (にぶい橙色）．

破片実測A.

14 6 内）ロクロナデ後、横ヘラミガキ、黒色処理． 胎土ー白色・赤色粒子少盈含む。

23-8 土師器 外）ロクロナデ。 焼成一良好。
杯 色詞ー75YR7/4 (にぶい橙）．

破片実測A,

断面四角形の突帯貼付． 内）ロクロナデ． 胎土ー白色粒子少嚢含む。

23-9 須恵器 外）ロクロナデ． 焼成一良好．

四耳壺 色調ー 5B3/l (暗青灰色）．
破片実測B.

内）ロクロナデ． 胎土ー白色粒子少贔含む。

23-10 須恵器 16 6 外）平行叩き後、体部下端ロクロナデ． 焼成一良好。
甕 色調ー10R4/2(灰赤色）．

破片実測A.

内）ロクロナデ． 胎土一茶色・白色粒子少益含む。

23-11 土師器 外）ロクロナデ、墨書． 焼成一良好。
杯 色調ー75YR6/4 (にぶい橙色）。

破片実測B.

11 0 ロ縁部肥厚し、端部は尖る。 内）ロクロナデ． 胎土一茶色粒子多く含む．

23-12 土師器 外）ロクロナデ． 焼成一良好．
杯？ 色調ー10YR7/6(橙色）。

破片実測A.

底部回転糸切り。 内）ロクロナデ。 胎土一黒色・白色粒子多く含む。

23-13 須恵器 7 4 外）ロクロナデ。 焼成一良好。
杯 色調ー75Y6/1 (灰色）．

回転実測B.

内） 9 ケヽ目 胎土一白色粒子多く含む．

23-14 須恵器 外）平行叩き 焼成一良好。
甕 色調ー 5B G4/l (暗青灰色）．

（断面実測）

13 9 ロ径に比べ底径大きい。 内）ロクロナデ後、密に横ヘラミガキ、黒色処理 胎土一白色粒子多く含む。

23-15 土師器 7 7 底部静止糸切り？ 外）ロクロナデ、底部外周手持ちヘラケズリ。 焼成一良好。
杯 5 2 色調ー 5YR6/6 (橙色）。

.,・ 完全実測。

9 4 体部短く内弯気味に立ち上がる。 内）ロクロナデ． 胎土一砂粒多く含む。

23-16 士師器 5 8 外）ロクロナデ後、体部下半～底部手持ヘラケズ 焼成一良好。
杯 3 2 リ． 色調ーIOYR7/4(にぶい黄橙）．

回転実測B。

10 2 ロ縁部部～体糸部切直線的に開く 。 外内）） ロクロナデ。 胎焼色成調土一一黒良色好粒。子、 砂粒多く含む。

環器
5 7 底回転 り． ロクロナデ。

23-17 3 I -7 5YR7/6 付(橙着色）。
ロ縁転部実内面にスス 。
回 測A.

12 0 底径は口径に比べて大きく、体部は直線的 外内）） ロクロナテ~゜ 胎焼鱗成土一良白色粒子多く含む．
23-18 須恵身器 3 8 に立ち上がる。 ロクロナデ。 ー好

3 6 底部回転糸切り． ~7 5Y． 6/l (灰色）。
実測B。

二次部底回部転面を有する。 外内）） ロクロナデ． 胎焼成土ー白色粒軟8/。2 子多く含む。
23-19 須恵器 7 2 底 糸切り？ ロクロナデ、底部ナデ． ーやや

杯 色開ー 5y (灰白色）。
破片実測A。
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第IV章調査のまとめ

昭和62年度の第 1次調査に続き実施された今回の調査は、幅 zmx全長188mという細長いトレ

ンチ調査であったにもかかわらず、いくつかの新知見を与えてくれた。しかし、 2次にわたる調

査の総面積526m'は宮の上遺跡の集落そのものを論ずるにはあまりにも小範囲であるため、ここで

は第 4号土坑と所謂「北信型の甕」の 2点を中心に若干の考察を行いたい。

第 1節第4号土坑について

第4号土坑は本文中で述べたように、佐久市内では出土例が他に 1例あるのみである所謂「甲
11) 

斐型坪」を 出土している。本例以外の唯一の出土例である「池畑」遺跡でも、所謂「甲斐型坪」

の出土遺構は土坑であり、平・断面形状、規模等が非常に酷似している。

まず、 2例共に平面は円形、断面は摺鉢状を呈する 2段落ちの形状をとる。規模的には直径の

最大値部分で3.5m前後、検出面からの深度は最深部で1.1sm-1.3mを測る。覆土は人為的な埋

め戻しが推察される。遺物の出土位置は底面ではなく、 2段落ちの 1段目から 2段目への境付近

から出土しており、土器は破壊をうけ数個の礫を伴う。出土遺物は須恵器甕 ・所謂「甲斐型坪」

が共通する。尚、「池畑」遺跡で確認されている牛 ・馬の骨については、「宮の上」遺跡では確認

されていないが、完掘されていない事や腐食しやすいという性格を考え合わせると、今回の調査

では確認できなかったものの、伴わないとは即断できない。

さて、上記のような様相を呈する土坑の性格はいかなるものであるのか考えてみたい。「池畑」

遺跡の報文では、 8世紀末-9世紀代にかけて「類衆三代格巻第十九」 一禁制事、野事に見られ

る應禁屠殺馬牛事 ・應禁制殺牛用漢神事の禁制発布から、中国に源をもつ牛馬を使った雨乞等の

呪術的な農耕の祭りを推測しており、所謂「甲斐型坪」の出土から、その伝播経路を甲州方面に

求めている。その性格については現時点では類例が少なすぎるため今後の資料増加を待ちたいと

思うが、ひとつの見解として傾聴すべきものであろう。また、伝播経路については 2例共に所謂

「甲斐型坪」を伴い、時代的にも大差がない こと から甲州方面との関わりを想定する根拠がひと

つ積み重ねられたものと思われる。

以上、所謂「甲斐型坪」を伴う同形態 ・同様相・同時代の土坑である 2例について若干の推測

を述べたが、最後に佐久市及びその周辺地域での類例についてふれておきたい。
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(2) (3) 

形態的に類似する例としては、小諸市「宮ノ反」遺跡・東部町「塚穴」遺跡・佐久市「上聖端」
(4) 

遺跡の 3例が認められる。しかし、「宮ノ反」例が奈良時代末～平安時代初頭に位置付けられる他

は、「塚穴」は 7世紀代、「上聖端」は報告書未刊のため現時点では明確な時期比定は困難である

ものの、 出土土器を実見した限りにおいては、「宮の上」 ・「池畑」例よりは古い時期に位置付けら

れるものと思われる。また、 3例ともに所謂「甲斐型坪」は出土しておらず、牛馬の骨が確認さ

れたものはない。「宮 ノ反」では底部ヘラ切りの須恵器坪と刀子が各 1点、「塚穴」では須恵器大

甕 • 平瓶 ・ 土師器小型壺が各 1 点出土している。「上聖端」は前記のように、現在整理作業中であ

り報告書は未刊であるため詳細は不明であるが、 内側に青海波文が認められる須恵器大甕等が出

土している。遺物の出土状態は 3例全てが、底面からではなく覆土中に数個の礫を伴って検出さ

れる。

これらの事から考えると、所謂「甲斐型坪」や牛馬の骨の存在をぬきにすれば、以上の 3例も

「宮の上」 ・「池畑」例とさしたる相異は認められないよ うに思われる。少なくとも、その形態 ・遺

物の出土状態は同様であることから、これら 5例の土坑は非常に近似した内容を有する遺構とし

て捉えられるものと推測される。そして、その存続時期については現時点では 7世紀代-9世紀

代を比定し うる事を記すにとどめ、その性格については今後の資料増加を待ち言及していきたい。

(1)一羽毛田伸博 1986 池畑・西御堂第IV章第 2節 1)第1号土坑佐久埋蔵文化財調査センター

(2)一花岡弘 1985 宮ノ反 IV 4 第 6号土横 小諸市教育委員会

(3)一東部町教育委員会 1987 塚穴 ・片羽・上屋久保遺跡

(4)-1988年佐久埋蔵文化財調査セ ンターが調査を実施。現在整理中。
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第24図 池畑遺跡第 1号土坑、宮ノ反遺跡第 6号土塘実測図
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第 2節所謂「北信型の甕」について

(I} 

所謂「北信型の甕」とは、笹沢氏によれば越後からの影響を受けて成立した丸底で砲弾形の土

師器大型甕の呼称であり、同様な成形・調整が施される口縁端部の内屈するものは、「まさに越後

型の甕そのものであり」と述べ北信型と越後型とは区別している。また、その出現時期は平安時
(2) (3) 

代 1期とされている。一方、長野市教育委員会「三輪遺跡 (2)」によれば、前記した笹沢氏の

越後型を「北陸から北信に通用のロクロ甕の初源をなし」として、外面下半をヘラケズリ・内面

をカキメ ・ハケメにより再調整する、須恵器的な口縁形態を呈する甕としている。また、笹沢氏

の北信型については「須恵器的な形態の模倣は、次第に退化し、受口状の口縁形態へと移行する」 ．

「土師器甕は、口縁部を受口状とした典型的なロ クロ甕が成立し」として、ロク ロ甕と呼称して

いる。そして、その出現時期についてはロクロ甕の初源をなすもの（笹沢氏の越後型）が奈良時
14) 

代の後半にさかのぼる可能性があるものの 9世紀の前半。ロクロ甕（笹沢氏の北信型）は 9世紀

後半としている。

以上の事から所謂「北信型の甕」・「ロクロ甕」とは、 8世紀後半から 9世紀前半に越後・北陸

方面からの影響ないしは同調の基に成立した、須恵器的な口縁形態（口縁端部の内屈）を有し、

外面下半にヘラケズリ、上半にロクロ調整痕。内面にカキメ ・ハケメによる再調整を施した甕を

初源とする、丸底 ・砲弾形で受口状の口縁部形態を呈する甕で、外面下半にヘラケズリ、上半に

ロクロ調整痕、内面にカキメ・ ハケメによる再調整が施される。そして、その成立は 9世紀代に

求められる事となる。

さて、東信地方では 7世紀後半頃から土師器長胴甕の器壁をヘラケズリにより次第に薄くす

る傾向が出はじめ、ヘラケズリの方向も縦位から斜位に変化をし、奈良時代には所謂「武蔵型の

甕」が成立し、平安時代に継続される。しかし、光ケ丘 1号窯式期の灰釉陶器が搬入されはじめ

る前段階になると、所謂「北信型の甕」が東信地方に出現するようになり次第に数を増加させ、

大原 2号窯式期の灰釉陶器が搬入される段階で、所謂「武蔵型の甕」は姿を消し、所謂「北信型

の甕」が東信地方の土師器大形甕の主体へと変化する。佐久市の既出資料をもとにその具体例を
(5) 

あげると、 9世紀前半に比定される「宿上屋敷」遺跡第 2号住居址出土資料にまず所謂「北信

型の甕」の影響が認められる。具体的には、胴部のヘラケズリ調整が縦位となり、ロクロ調整が

肩部上方にまで範囲を拡大する。底部は欠損しているものの、丸底気味に収縮する傾向を見い出

せる。このような点は所謂「武蔵型の甕」には認められない特徴であり 、形態的には所謂「武蔵

型の甕」に近似する部分も多いものの、明らかに所謂「北信型の甕」の影響を看取する事ができ
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る。所謂「武蔵型の甕」も共伴している。次の段階としては「宮の上」遺跡第 1次調査第 1号住
(6) 

居址出土資料があげられる。丸底・砲弾形のプロポーション、受口気味の口縁形態は所謂「北信

型の甕」と同様であるが、胴下半に施されるヘラケズリは北信地方のものに比べより底部に集中

している。つまり、ヘラケズリ調整の範囲が狭くなっている。内面にはハケメ調整が比較的ラン

ダムに施される。光ケ丘 1号窯式期の灰釉碗が共伴しているが、所謂「武蔵型の甕」は認められ

ない。「蛇塚B」遺跡第 2次調査例もほぼ同時期と考えてよいかと思われるが、佐久市内に限って

みても、地域あるいは住居址単位での差異が存在するようである。つまり、所謂「北信型の甕」

と所謂「武蔵型の甕」の遺構内における存否や比率の差が、伴出する灰釉陶器の窯式でいうなら

ば、光ケ丘 1号窯式～大原 2号窯式期のある時期までは認められるようである。大原 2号窯式期

の製品を伴出する良好な資料の不足もあり、今後の資料蓄積をまつしかないのであるが、小諸市
(7) 

の状況から推測すれば所謂「武蔵型の甕」は消滅し、所謂「北信型の甕」が主体となる時期をは

さんで、今回の「宮の上」遺跡第 2次調査第 3・6号住居址出土資料のような、ナデ調整の甕え

と所謂「北信型の甕」は順次変容するものと思われる。この後、虎渓山 1号窯式期・丸石 1号窯

式期へと時期が下るにつれて、所謂「北信型の甕」の系譜上にあるナデ調整の甕は粗雑化しなが

ら消滅し、かわって羽釜が増加する事は周知であろう。

所謂「北信型の甕」とはどのような甕を指して呼称しているのか、このような甕が佐久市内の

遺跡ではどのような展開、変化をするのかを非常に断片的ではあるものの述べ、かつ今回の「宮

の上」遺跡第 2次調査において検出された資料の位置付けも含めて記述を行った。ここでは、「宮

の上」遺跡第 2次調査第 3・6号住居址出土資料について若干の補足を行う。

1. プロポーションについて⇒6 -5に認められる口縁形態は「〈」字状にゆる＜外反してい

るが外面のラインはふくらみ気味であり、受口状口縁の名残りが認められる。同時期（大原 2号

窯式期の製品を伴出する時期）の県内他地域の土師器大型甕のなかでは、所謂「北信型の甕」に

より近い砲弾状のプロポーションを呈する（底部はフラットである）。

2. 調整について=:>6-4にはハケメが認められる。また、ハケメは認められなくとも基本的

には外面は縦位・内面は横位ないしは斜位であり、所謂「北信型の甕」と同様である。

以上の 2点を考慮するならば、本例は所謂「北信型の甕」に強い親縁性が認められる事がおわ

かりいただけると思う。

最後に今回の調査で検出された住居址の暦年代についてふれておきたい。年代比定の根拠とし
(8) 

ては、堤隆の佐久地方における奈良時代を中心とした土器編年・十二遺跡における奈良• 平安時
(9) (JO) (II) 

代土器編年、高村博文の佐久地方の平安時代土器編年試論を基軸に、灰釉陶器の年代観を参考に

した。

第3・6号住居址ー10世紀後半。第 4号住居址ー10世紀前半。第 5号住居址ー不明。第 7号住
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居址ー 8世紀末-9世紀初頭に比定される。

(1)一笹沢浩 1988 長野県史考古資料編 遺構 ・遺物古代の土器長野県史刊行会

(2)-(1)文献の奈良 ・平安時代土器編年による

(3)一青木和明 ・中殿章子 1987 三輪遺跡(2) IV調査のまとめ 長野市教育委員会

(4)-(3)文献及び佐藤信之 1987 北信地方における様相 長野県考古学会誌55・56

(5)一佐久埋蔵文化財調査セ ンター 1987 宿上屋敷、下川原 ・光明寺

(6)一 同上 1988 宮の上

(7)ー小諸市教育委員会 1983 曽根城等による

(8)一堤 隆 1987 佐久地方における様相長野県考古学会誌55・56

(9)一 堤 隆 1988 十二遺跡 御代田町教育委員会

(10)一高村博文 1988 罰沢・蔦石 佐久地方の平安時代土器編年試論

（小林）

(11)一斎藤孝正 1987 施釉陶器年代論論争 ・学説日本の考古学 6 歴史時代雄山閣
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